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「広報のと」4 月号の印刷費は一部当たり 32 円です。

P L U S

九
つ く も

十九なる　良き学
まな

び舎
や

から
3 年前、東日本大震災直後に入学した 18 人は
小木地区の防災・まちづくりの先駆者として活躍。
この日、学び舎から旅立ちました。

旅
日
記
④　

5
月
11
日
、
七
尾
か
ら
気
多
大
社
へ

七
尾
の
町
中
で
は
知
り
合
い
を
二
、三
訪
問
し
て
、
本
宮
（
気

多
本
宮
・
能の
と
い
く
く
に
た
ま
ひ
こ

登
生
国
玉
比
古
神
社
）
の
森
に
で
ま
す
。
小

石
の
ま
ば
ら
な
道
を
、
飯
川
・
黒
木
・
羽
坂
・
よ
し
川
、
そ
し
て

能
登
部
上
村
に
。
さ
ら
に
下
村
（
中
能
登
町
）、
金
丸
（
同
）、
千

路
（
羽
咋
市
）、
柳
田
（
同
）
を
経
て
一
の
宮
に
至
り
ま
す
。
上

村
余
喜
比
古
神
社
の
禰ね

ぎ宜
・
清
水
某
の
も
と
を
訪
問
し
ま
し
た
が

留
守
。
か
わ
り
に
代
勤
め
の
「
直
記
」
と
会
い
、
清
水
姓
を
詠
み

込
ん
だ
歌
を
送
り
ま
し
た
。

君
こ
こ
に 

宿
し
尽
せ
ぬ
水
な
れ
ば 

な
ほ
行
末
の
旅
や
き
よ
め
ん

　

能
登
部
下
村
に
は
能
登
比
咩め

神
社
が
あ
り
、
気
多
大
社
の
「
お

い
で
祭
」
還
幸
の
お
り
は
（
鎮
座
以
来
の
伝
承
に
よ
り
）
稗
粥
を

供
し
奉
る
古
例
が
あ
っ
て
、
能
登
部
上
村
の
余よ

き

ひ

こ

喜
比
古
神
社
（
現

在
は
す
ぐ
近
く
の
御み
か
ど
ぬ
し
ひ
こ

門
主
比
古
神
社
に
合
祀
）と
は
兄
妹
神
で
す
。

鹿
島
路
、
千
路
、
柳
田
ま
で
は
三
里
あ
ま
り
の
潟
（
邑
地
潟
）
が

あ
り
、
人
々
は
こ
の
潟
漁
で
生
計
を
た
て
て
い
ま
す
。

ひ
く
あ
み
の
　
う
き
め
に
も
れ
ぬ
潟
魚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
と
は
人
の
　
お
も
は
ざ
ら
め
や

　

日
が
暮
れ
て
か
ら
一
の
宮
に
着
き
、
な
ん
と
か
宿
を
見
つ
け
、

さ
っ
そ
く
気
多
の
大
宮
司
に
会
い
ま
し
た
。

思
ひ
き
や
　
佐
野
の
わ
た
り
に
宿
な
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ふ
の
今
宵
の
　
う
き
に
し
れ
と
は

　

一
軒
の
宿
に
断
ら
れ
鬱
屈
と
し
た
日
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

加
藤
三
千
雄
さ
ん
が
た
ど
る 

先
祖
・
吉
彦
の
鈴
屋
入
門

寛政の旅人：加藤吉彦（かとう・えひこ）。寛政 9（1797）年、36 歳の
　　　　　　時、伊勢の本居宣長の元を訪ね入門。酒垂神社 12 代宮司。
平成の旅人：加藤三千雄（かとう・みちお＝写真）。現酒垂神社宮司。
　　　　　　9 代前の先祖、吉彦の道中を実際にたどり、伊勢松坂で
　　　　　　吉彦と宣長の交流の跡を目の当たりにした。

【写真】小木中学校卒業証書授与式（3 月 13 日）

❶ ❷

❸

❹ ①現在の「能登比咩神社」（中能登町能登部下）　②邑知潟は干拓

事業によって約 4 分の 3 が陸地化したものの、現在も広い水面が

残る。寒ブナ漁などは冬の風物詩として珍重されている。　③金

丸駅付近で神
し ん め

馬を先頭にした「平国祭（おいで祭り）」の隊列に遭っ

た。気多大社を発ち、羽咋郡、鹿島郡、七尾市内の約 300㌔を 5

泊 6 日で巡る。沿道に春を告げる行事である。　④長旅を経て気

多大社に戻った神馬。随
ずいしんもん

神門を駆け抜けた。

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌
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コンセールのと

コンセールのと　建設概要

〈建設場所〉能登町字宇出津ト字 29 番地 2
〈構　　造〉　大規模木造２階建（最高高さ 12.81 ｍ、軒高 8.35 ｍ）
〈敷地面積〉　2,049.91㎡
〈建築面積〉　1,249.24㎡
〈延床面積〉　1,996.61㎡（内、本体 1,911.03㎡）
（１階 1,002.06㎡、２階 908.97㎡、キャノピー 85.58㎡）
〈施設〉　
〔管理区分〕
　　・社会教育施設（公民館、図書館）      　    1,560.50㎡
　　・観光情報施設（観光情報発信）         　  　  228.03㎡
　　・公共交通施設（バス待合所、公衆トイレ）  122.50㎡

　待望の交流施設が旧宇出津駅跡地に完成。
　多目的ホールや公民館、図書館のほか、観光情報を発信する「たびスタ」も入居し、「海、山、祭り、
いいとこいっぱい能登町」のキャッチコピーにのせて、町の魅力を町内外に発信します。
　4 月 26 日の完成記念イベントには、元プロテニスプレーヤーの杉山愛さんのトークショーも開
催されます。

「コンセールのと」ロゴマーク

宇出津の町並みをイメージした緩やかな曲線の建築

意匠をモチーフに公民館・図書館と観光情報の２つ

の施設をつなげる意味を込めて表現しました。

能登観光情報ステーション
たびスタ
　景勝地や祭礼などの観光情報案内や、特産

品販売所や飲食エリアなどを備えた能登町の

観光情報発信の拠点「能登観光情報ステーシ

ョンたびスタ」が 1 階にオープンします。

　この名前は、駅（ステーション）の跡地であることや観

光情報の発信地であることから、訪れる人が自分の能登町

の旅のスタイルを創り、旅をスタートして欲しいという願

いを込めて名付けました。

中央図書館・宇出津公民館
　中央図書館・宇出津公民館も「コンセールのと」に移転。

新しい施設は、4 月 26 日の完成式典後から供用開始予定

です。翌日の 27 日㈰も開館します。

　・中央図書館☎ 62-8520（4 月 26 日から）

　・宇出津公民館☎ 62-3458

　〈移転に伴う臨時休館〉
　宇出津公民館 4 月 25 日㈮　

　中央図書館 4月1日㈫～25日㈮　（図書館の詳細は33㌻）

問教育委員会事務局☎ 72-2509

▼物産販売コーナー

「聖地巡盃」コーナー

▼

能登町観光・
地域交流センター

4 月 26 日㊏ 旧宇出津駅跡地にオープン

▲中央図書館内イメージ

コンセールのと
完成記念イベント

○ 10:30 ～　竣工式式典
　　　　　　イベント

　　　　　　・能登町音頭披露

　　　　　　・弥栄太鼓披露

　　　　　　・ふるまい鍋など

　　式典には「のっとりん」も登場します。

○ 13:30　完成記念トークショー
※トークショーの座席数には限りがありますので

　ご了承ください。

主催：能登町　

後援：能登町教育委員会

問建設課☎ 76-8304

〈日時〉4 月 26 日㊏　10:30 ～
〈会場〉能登町観光・地域交流センター
　　　　「コンセールのと」　
　　　　2 階多目的ホール

杉山愛さんによるトークショー開催

杉山　愛
（すぎやま・あい）

元プロテニスプレーヤー

／スポーツキャスター

　4 歳でテニスをはじめる。15 歳

のときに日本人初の世界ジュニア

ランキング 1 位を獲得し、17 歳で

プロに転向、以後 17 年間にわたっ

てプロツアーを転戦してきた。シングルス 492 勝（優勝 6 回）、ダブルス

566 勝（優勝 38 回）、グランドスラムのダブルス優勝 4 回。

　ダブルスでは世界ランク 1 位に輝き、オリンピックにも 4 回出場。グラ

ンドスラムのシングルス連続出場 62 回の世界記録を樹立するなど、日本

を代表するプロテニスプレーヤーのひとり。

　専属コーチを務める母と、二人三脚で世界に挑む姿も話題を集めた。

2009 年に現役を引退し、現在は様々な後世育成事業を手掛ける他、スポ

ツキャスターとして活動するなど、多方面で活躍中。世界一の連続出場記

録を生み出した継続力の秘訣、プロフェッショナルとしての勝負の極意、

また、過酷な日々の中で行ってきた健康・自己管理法や大スランプを乗り

越えたエピソードなど、プロアスリートとしての経験談は必聴です。

「コンセール」とは、フランス後で「集う」という意味合いで、より多くの町

民が集まる場、観光情報拠点としての役割を期待して、採用されたものです。
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予
定
さ
れ
て
お
り
、
能
登
空
港
と

の
連
携
も
合
わ
せ
首
都
圏
か
ら
の

さ
ら
な
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便

性
も
向
上
し
、
よ
り
一
層
能
登
地

域
へ
の
観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
も
受
入
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
、
わ
か
り
や
す
い

交
通
・
観
光
看
板
を
整
備
す
る
ほ

か
、
珠
洲
市
と
の
広
域
公
共
交
通

の
実
証
運
行
、
別
所
岳
広
域
観
光

施
設
や
旧
宇
出
津
駅
跡
地
に
オ
ー

プ
ン
予
定
の
能
登
町
観
光
・
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
コ
ン
セ
ー
ル
の

と
」
を
拠
点
に
、「
海
、山
、祭
り
、

い
い
と
こ
い
っ
ぱ
い
能
登
町
」
を

観
光
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て
、

町
の
観
光
情
報
の
発
信
に
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
、
修
学

旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な

ど
ソ
フ
ト
事
業
も
制
度
の
充
実
を

図
り
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
計
画
的
に
イ
ン
フ
ラ
や

建
築
物
の
耐
震
化
な
ど
ハ
ー
ド
面

の
整
備
を
は
じ
め
、
庁
舎
等
整
備

に
係
る
財
源
の
積
み
立
て
を
行
っ

た
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

や
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
ソ
フ
ト
面
も
含
め
て
、

さ
ら
な
る
防
災
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

予
算
編
成
方
針
と
予
算
規
模

　

町
の
財
政
状
況
は
、
こ
れ
ま
で

の
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
や
定
員
適

正
化
計
画
の
実
施
に
よ
る
経
常
経

費
の
削
減
に
加
え
、
計
画
的
な
長

期
債
繰
上
償
還
の
実
施
に
よ
り
、

公
債
費
や
町
債
残
高
の
縮
減
を
図

り
、
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
改
善
効
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
今
後
歳
出
面
で
は
、

高
齢
者
増
や
少
子
化
対
策
に
よ
る

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
を
は

じ
め
、
近
年
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
に
よ
る
公
債
費
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
歳
入
面
で
は
依

然
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財

源
に
頼
る
体
質
で
あ
り
、
財
政
力

を
示
す
指
標
は
低
水
準
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
健
全
で
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
経
常
経

費
や
公
債
費
の
抑
制
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
注
意
し
、
身
の
丈
に

あ
っ
た
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
方
針
で
は
、
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
昨
今
の
地
域
経
済
に
お
い
て

は
、
い
ま
だ
に
国
の
経
済
政
策
の

恩
恵
が
十
分
に
届
い
て
い
な
い
こ

と
や
10
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
、
さ
ら
な
る
能
登
町
の
飛
躍

を
願
い
一
体
感
の
持
て
る
よ
う
な

事
業
を
進
め
る
べ
く
、
一
般
財
源

の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
は
行
わ

ず
、
一
定
の
公
共
事
業
の
確
保
に

努
め
、
能
登
町
の
成
熟
期
に
む
け

て
の
新
し
い
社
会
環
境
に
適
応
し

た
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
の
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
の
規

模
は
、
一
般
会
計
が
前
年
度

当
初
予
算
対
比
1
・
2
㌽
増
の

１
４
２
億
6
千
百
万
円
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
10
特

別
会
計
予
算
の
総
額
は
、
２
㌽

減
の
75
億
７
１
０
９
万
９
千

円
、
水
道
・
病
院
２
企
業
会
計

予
算
の
総
額
は
、
18
・
5
㌽
減

の
37
億
４
９
９
８
万
５
千
円
と

な
り
、
全
会
計
を
合
わ
せ
た
予

算
の
総
額
は
、
３
・
１
㌽
減
の

２
５
５
億
８
２
０
８
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

潤
い
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る

快
適
な
ま
ち
づ
く
り 

　

町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
と
し
て
、「
生
活
交

通
対
策
事
業
」
で
は
、
新
た
に
、

旧
宇
出
津
駅
前
整
備
と
の
連
携
を

保
つ
た
め
、
宇
出
津
新
港
に
お
い

て
、
バ
ス
待
機
所
整
備
費
を
計
上

し
ま
し
た
。
路
線
バ
ス
運
営
費
、

バ
ス
待
合
場
整
備
費
の
補
助
金
や

「
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
」

を
継
続
し
、
交
通
弱
者
に
対
し
利

便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
高
齢

運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る

た
め
、
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に

返
納
し
た
方
へ
の
支
援
費
を
新
た

に
計
上
し
ま
し
た
。

　

来
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
の
金

沢
開
業
に
合
わ
せ
、
開
業
効
果
を

引
き
出
す
た
め
、
広
域
公
共
交
通

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
実
証
運
行
を
珠

洲
市
と
共
同
で
行
う
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

　

能
登
空
港
利
用
促
進
事
業
で

は
、「
利
用
促
進
」「
誘
客
促
進
」

補
助
金
の
継
続
を
は
じ
め
、
旅
行

先
で
の
移
動
困
難
者
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
貸
し
切
バ
ス
借
上

代
を
助
成
す
る
「
地
元
団
体
利
用

促
進
助
成
金
」
も
継
続
し
ま
す
。

　

防
災
総
務
費
で
は
、
被
災
地
で

あ
る
釜
石
市
へ
の
職
員
派
遣
費
を

は
じ
め
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
て
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
自
主
防
災
育
成
事
業
補
助
金

を
増
額
す
る
ほ
か
、
防
災
士
資
格

取
得
支
援
や
防
災
士
研
修
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
計
画
に
基
づ
く
防

災
備
蓄
品
整
備
費
お
よ
び
避
難
路

平
成
26
年
度
は
、
町
村
合
併

か
ら
10
周
年
と
い
う
大
切

な
節
目
の
年
度
で
あ
り
、
次
の
10

年
の
た
め
に
一
歩
一
歩
確
実
な
歩

み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
大
事
な

年
に
な
り
ま
す
。

　

各
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
を
検

証
、
確
認
し
、「
町
民
の
皆
様
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

に
、
さ
ら
な
る
住
民
の
福
祉
の
向

上
と
よ
り
一
層
の
町
勢
発
展
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
奥
能
登
住
民
の
念
願

で
あ
り
ま
し
た「
能
登
有
料
道
路
」

が
無
料
化
さ
れ
、「
の
と
里
山
海

道
」
と
し
て
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、来
年
の
3
月
に
は
、

北
陸
新
幹
線
の
金
沢
へ
の
開
業
が

平
成
26
年
度

施
政
方
針

施 政 方 針
平成 26 年度

3
月
の
議
会
定
例
会
で
持
木
町
長
が
平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

合
併
10
周
年
を
控
え
る
町
の
羅
針
盤
「
施
政
方
針
」
を
抜
粋
し
ま
す
。
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整
備
費
を
継
続
し
て
計
上
し
た
ほ

か
、
新
た
に
防
災
行
政
無
線
の
情

報
伝
達
方
式
な
ど
の
調
査
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

埋
立
処
分
場
管
理
費
で
は
、
施

設
の
延
命
措
置
を
図
る
た
め
、
能

都
埋
立
処
分
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
施
設

機
械
と
し
て
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
導

入
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
橋
り
ょ
う
関
係
で
は
、
住

民
か
ら
の
要
望
に
応
え
た
維
持
管

理
修
繕
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
継

続
路
線
の
事
業
を
促
進
す
る
た

め
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
お
よ
び
道
整
備
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
増
額
計
上
し
、
道
路
関

係
事
業
の
強
化
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

河
川
総
務
費
で
は
、
大
雨
等
に

よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
が
高

ま
っ
た
場
合
に
避
難
す
る
場
所

や
、
注
意
す
べ
き
箇
所
を
ま
と
め

た「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
、
各
戸
に
配
布
す
る
所

要
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

港
湾
総
務
費
で
は
、
新
た
に
小

木
港
情
報
案
内
板
の
設
置
費
を
計

上
し
ま
し
た
。

　

街
路
整
備
の
「
新
町
通
り
線
街

路
整
備
事
業
」
お
よ
び
旧
宇
出
津

駅
前
を
中
心
と
し
た
街
並
み
整
備

の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

が
本
年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え
、

街
路
の
地
中
化
工
事
や
情
報
案
内

板
整
備
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

新
た
に
、
補
助
事
業
の
採
択
に

向
け
た
「
小
木
地
区
都
市
再
生
整

備
計
画
」
の
策
定
費
を
計
上
し
た

ほ
か
、
旧
宇
出
津
駅
山
手
線
街
路

整
備
事
業
の
用
地
測
量
等
調
査
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
整
備
事
業
で
は
、
松

波
地
内
で
梅
ノ
木
団
地
１
棟
４
戸

の
建
築
経
費
の
ほ
か
、
当
目
元
教

員
住
宅
や
城
野
元
教
員
住
宅
の
解

体
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

除
雪
対
策
で
は
、
昨
年
ま
で
の

大
雪
を
考
慮
し
、
除
雪
ド
ー
ザ
ー

の
購
入
費
、
稼
働
費
を
含
め
た
所

要
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
設
備
で
は
、
無む
が
い蓋
防
火
水

槽
の
整
備
を
継
続
す
る
ほ
か
、
２

箇
所
の
耐
震
性
防
火
水
槽
整
備
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

常
備
消
防
で
は
、
奥
能
登
広
域

圏
消
防
本
部
の
庁
舎
や
指
令
セ
ン

タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
費
の

負
担
金
を
増
額
計
上
し
た
ほ
か
、

非
常
備
消
防
で
は
、
本
年
予
定
さ

れ
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ
全
国
消
防

操
法
大
会
へ
の
出
場
経
費
や
三
波

分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
整

備
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

水
道
施
設
費
で
は
、「
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
機
能
強
化
事
業
」と
し
て
、

不
動
寺
、
秋
吉
地
区
の
老
朽
管
改

修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
簡
易

水
道
再
編
推
進
事
業
」
で
は
、
久

田
地
区
の
配
水
管
の
更
新
を
は
じ

め
国
重
、
源
平
地
区
の
水
道
未
普

及
解
消
事
業
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

給
水
区
域
外
の
飲
料
水
な
ど
を

安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
新

た
に
、
共
同
タ
ン
ク
原
材
料
費
の

支
給
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
恋
路
・
宇
出

津
処
理
区
で
は
、
長
寿
命
化
計
画

に
よ
り
、
電
源
機
器
な
ど
の
更
新

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
瑞

穂
処
理
区
と
小
垣
処
理
区
の
施
設

の
統
廃
合
計
画
や
耐
震
診
断
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

地
の
恵
み
を
糧
と
す
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

　

若
者
の
新
規
雇
用
を
促
す
た

め
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
お
よ
び
新

規
学
卒
者
を
新
た
に
雇
用
し
た
企

業
等
に
、
給
与
の
一
部
を
助
成
す

る
「
雇
用
促
進
緊
急
助
成
金
」
や

「
定
住
促
進
助
成
金
」
を
継
続
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
総
務
費
で
は
、
農
林
水
産

業
の
優
良
経
営
と
活
性
化
を
目
指

す
た
め
、
町
に
お
け
る
一
次
産
業

の
生
産
・
加
工
・
販
売
の
市
場
商

品
や
施
設
整
備
等
の
可
能
性
等
調

査
費
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事

業
費
に
お
い
て
、
新
た
に
狩
猟
登

録
費
の
助
成
を
追
加
し
、
防
護
柵

設
置
費
用
補
助
金
に
つ
い
て
も
増

額
計
上
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
対
策
事
業
で
は
、
町

内
農
家
で
農
業
研
修
を
行
い
、
研

修
後
に
町
内
へ
の
就
農
定
住
を
促

す
「
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
」
の
継
続
や
、
研
修
者
に
対
す

る
家
賃
助
成
を
追
加
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

里
山
の
維
持
保
全
を
図
り
、
地

域
農
業
の
担
い
手
育
成
を
図
る
た

め
、
農
業
機
械
の
更
新
費
用
の
一

部
に
助
成
す
る
「
棚
田
保
全
支
援

事
業
」
も
増
額
計
上
し
ま
し
た
。

　

地
場
産
業
の
育
成
と
町
内
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
農
家
の
営
農
意
欲
の

向
上
を
図
る
た
め
、「
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
振
興
対
策
事
業
」の
継
続
や
、

防
鳥
ネ
ッ
ト
整
備
に
対
す
る
助
成

と
し
て「
産
地
競
争
力
強
化
事
業
」

を
追
加
し
た
ほ
か
、
地
域
農
業
を

担
う
経
営
体
や
生
産
基
盤
と
な
る

農
地
を
確
保
す
る
「
青
年
就
農
給

付
金
事
業
」を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

畜
産
業
費
で
は
、
能
登
牛
の
Ｐ

Ｒ
事
務
費
を
追
加
し
ま
し
た
。
新

た
な
振
興
策
と
し
て
、
能
登
牛
の

増
頭
や
施
設
整
備
に
対
す
る
補
助

金
と
し
て
「
能
登
牛
生
産
体
制
整

備
事
業
」
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

農
業
基
盤
整
備
で
は
、
農
業
経

営
の
安
定
化
を
進
め
る
た
め
、
農

村
振
興
総
合
整
備
事
業
と
し
て
鈴

ケ
嶺
地
区
の
暗あ
ん
き
ょ渠
や
用
排
水
路
整

備
費
を
計
上
し
、
柳
田
西
部
、
柳

田
中
央
地
区
及
び
寺
五
地
区
の
耕

地
整
理
を
行
う
「
県
営
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
」
の
負
担
金
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
県
営
老
朽
た
め
池
整
備
事
業
」

は
、
継
続
事
業
と
し
て
引
き
続
き

上
長
尾
地
区
、
山
中
地
区
お
よ
び

五
十
里
地
区
の
た
め
池
整
備
を
行

う
ほ
か
、
新
規
に
福
光
地
区
、
笹

川
地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

鮭
尾
地
区
の
営
農
飲
雑
用
水
施

設
を
整
備
す
る
「
農
山
漁
村
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
事
業
を
継

続
し
、
本
年
は
浄
水
場
の
整
備
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
地
域
活
性
化
策
と
し
て

「
小
間
生
地
区
の
紙
す
き
体
験
施

設
」
の
整
備
に
向
け
た
基
礎
調
査

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

林
業
総
務
費
で
は
、
新
規
事
業

と
し
て
「
里
山
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
事
業
化
に
係
る
諸
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
能
登
町
の
自
慢
で
も
あ
る
美

し
い
里
山
を
後
世
に
残
す
た
め
、

放
置
さ
れ
て
い
る
林
地
残
材
の
回

収
を
行
い
、
そ
の
対
価
と
し
て
地

域
通
貨
を
活
用
し
、
里
山
保
全
と

地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
事
業

で
す
。

　

林
道
整
備
事
業
で
は
、
継
続
２

路
線
と
新
規
１
路
線
の
開
設
舗
装

事
業
、
１
路
線
の
側
溝
改
修
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

水
産
業
費
で
は
、
小
規
模
近
代

化
設
備
整
備
事
業
と
し
て
、
漁
業

協
同
組
合
能
都
支
所
に
対
す
る
、

鮮
魚
選
別
機
ラ
イ
ン
整
備
費
を
助

成
す
る
ほ
か
、
漁
船
取
得
に
対
す

る
融
資
資
金
の
利
子
補
給
に
つ
い

て
も
増
額
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

漁
港
管
理
費
で
は
、
小
浦
漁
港

や
波
並
漁
港
の
補
修
工
事
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
観
光
事
業
で
は
、
消
費
税

増
税
に
よ
る
地
元
商
店
街
の
景
気

の
下
振
れ
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た

め
、
商
工
会
が
行
う
「
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
」
の
上
乗
せ
分
に

対
し
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

地
域
産
業
の
育
成
と
活
性
化
支

援
策
と
し
て
、
町
内
の
中
小
企
業

等
に
対
し
地
域
資
源
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
地
域
産

業
育
成
・
活
性
化
支
援
助
成
金
」

を
継
続
す
る
ほ
か
、
金
沢
の
「
能

登
里
山
里
海
市
場
」
で
の
試
食
な

ど
を
通
じ
て
情
報
発
信
を
行
う

「
能
登
の
食
材
Ｐ
Ｒ
促
進
事
業
」

も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

能
登
杜と
う
じ氏

や
祭
り
、
神
社
や
食

文
化
を
織
り
込
ん
だ
旅
行
商
品
の

開
発
を
行
い
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
る
「
能
登
杜
氏
の
里
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
も
継
続
計
上
し

ま
し
た
。

　

来
年
の
新
幹
線
金
沢
開
業
に
向

け
た
誘
客
促
進
の
た
め
、
首
都
圏

で
「
日
本
橋
・
京
橋
ま
つ
り
」
と

連
携
し
た
開
業
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
町
内
で
統

一
し
た
わ
か
り
や
す
い
交
通
・
観

光
案
内
看
板
の
整
備
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

観
光
情
報
発
信
関
係
で
は
、
銀

座
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
石
川
県
首

都
圏
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
別
所

岳
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
広
域
観
光

施
設
の
負
担
金
を
新
た
に
計
上
す

る
ほ
か
、
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
あ

る
、「
の
っ
と
り
ん
グ
ッ
ズ
」
の

作
成
費
を
は
じ
め
、
能
登
町
の
Ｐ

Ｒ
用
映
像
作
成
費
や
ラ
イ
ブ
映
像

カ
メ
ラ
の
設
置
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

施 政 方 針
平成 26 年度

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を

積
極
的
に
推
進
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観
光
施
設
管
理
事
業
で
は
、
柳

田
温
泉
セ
ン
タ
ー
源
泉
地
上
設
備

工
事
の
ほ
か
、
九
十
九
湾
園
地
の

水
道
設
備
改
修
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

公
園
管
理
事
業
で
は
、
真
脇
遺

跡
公
園
再
整
備
計
画
の
策
定
費
や

柳
田
植
物
公
園
内
の
看
板
改
修
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

健
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

　

社
会
福
祉
施
設
費
に
お
い
て
、

笹
ゆ
り
荘
の
空
調
設
備
改
修
費
、

山
せ
み
荘
の
屋
根
、
浴
槽
天
井
な

ど
の
修
繕
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
費
で
は
、通
院
な
ど

を
簡
易
に
し
、在
宅
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
に
「
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業
」を
継
続
し
ま
す
。

　

老
人
福
祉
費
で
は
、
高
齢
者
に

対
す
る
「
在
宅
長
寿
祝
金
」「
ふ

れ
あ
い
入
浴
助
成
事
業
」
を
継
続

し
、
緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業

費
を
増
額
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
無
年
金
者

に
対
し
補
給
金
を
支
給
す
る
「
養

護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
生
活
補
給

金
」
や
、
認
知
症
の
予
防
・
早
期

発
見
・
相
談
対
応
を
行
う
「
認
知

症
対
策
総
合
事
業
費
」
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
費
で
は
、「
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
、
新
た
に
地
元
商
店
街
と
連

携
し
、
健
診
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図

る
「
す
こ
や
か
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
費
」
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

児
童
福
祉
費
で
は
、「
す
こ
や

か
あ
か
ち
ゃ
ん
お
祝
い
金
」
で
、

第
1
子
、
第
2
子
お
よ
び
第
3
子

以
降
に
区
分
し
、
交
付
基
準
を
見

直
し
増
額
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
ま
で
の
入
院
、
通
院
費

に
対
す
る
「
子
ど
も
医
療
費
給
付

事
業
」
を
継
続
し
、
学
童
保
育
事

業
で
も
、
受
入
体
制
を
拡
充
し
増

額
計
上
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
に
基
づ

く
平
成
27
年
度
か
ら
5
年
間
の

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
で
は
、
麻
疹
風

疹
、
日
本
脳
炎
、
ポ
リ
オ
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
ヒ
ブ
、
子
宮
頸
が

ん
、
小
児
肺
炎
球
菌
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
等
を
継
続
計
上
し
た
ほ

か
、
新
た
に
定
期
接
種
と
な
る
成

人
肺
炎
球
菌
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
を

追
加
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

母
子
保
健
費
で
は
、
妊
婦
検
診

の
ほ
か
、
不
妊
、
不
育
治
療
費
補

助
金
、
未
熟
児
療
育
医
療
事
業
の

継
続
、
食
育
推
進
計
画
見
直
し
の

諸
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

が
ん
検
診
事
業
で
は
、新
た
に
、

町
単
独
の
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
の
ほ
か
、医
療
機
関
で
の
肺
が
ん

検
診
を
追
加
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
費
で
は
、
外
科
外
来
処
置

室
の
増
築
工
事
を
は
じ
め
、
看
護

師
等
確
保
対
策
と
し
て
、
新
た
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
事
業
や
看
護

師
等
修
学
資
金
貸
付
金
の
増
額
を

図
り
、
財
政
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
管
理
の
事
業
や
各

特
別
会
計
の
運
営
の
た
め
の
繰
出

金
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

創
造
性
と
元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

　

教
育
総
務
費
で
は
、
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
の
学
習
支
援
な
ど
を

行
う
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
は

じ
め
、
図
書
館
と
の
連
携
や
読
書

意
欲
を
高
め
て
国
語
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
学
校
図
書
館
指
導
員

を
配
置
し
た
ほ
か
、
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
授
業
に
お
け
る
、

電
子
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
支
援
や
操

作
支
援
を
行
う
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
不
登
校
対
策
」
と
し
て
、
不

登
校
対
応
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
も
継
続
し
て
、
諸
経
費
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

町
の
就
学
進
路
相
談
に
対
応
す

る
た
め
、
新
た
に
知
能
検
査
用
具

の
整
備
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
流
山
市
と
の
小
学
生
交

流
事
業
、
宮
崎
県
小
林
市
と
の
中

学
生
交
流
事
業
、
外
国
語
指
導
助

手
招
致
事
業
、
各
種
大
会
へ
の
助

成
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

小
学
校
管
理
費
で
は
、中
斉
線
、

合
鹿
久
田
線
の
2
台
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
入
れ
替
え
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
小
中
学
校
の
通
学
費
に
つ

い
て
は
、
全
額
を
補
助
対
象
と
す

る
基
準
に
見
直
し
、
増
額
計
上
し

ま
し
た
。

　

小
中
学
校
の
教
育
振
興
費
で

は
、
電
子
機
器
に
よ
る
教
育
支
援

ソ
フ
ト
や
学
習
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

の
更
新
費
を
新
た
に
計
上
し
て
い

ま
す
。
環
境
美
化
へ
の
関
心
や
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
、

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
事
業
費
」

も
継
続
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
建
設
費
で
は
、
現
在
の
鵜

川
中
学
校
を
大
規
模
改
造
し
、
鵜

川
小
学
校
に
す
る
た
め
の
事
業
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
管
理
費
で
は
、
鵜
川
中

の
統
合
に
伴
い
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
教
育
振
興
費
で
は
、
各

種
大
会
派
遣
費
に
お
い
て
基
準
を

見
直
し
、
補
助
金
を
増
額
計
上
し

て
い
ま
す
。
新
規
事
業
と
し
て
、

中
学
生
の
英
語
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
英
語
検
定
経
費
の
公
費

助
成
を
行
う
英
語
力
向
上
対
策
事

業
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

能
登
高
等
学
校
に
対
す
る
支
援

で
は
、
制
服
購
入
、
通
学
費
、
ク

ラ
ブ
活
動
支
援
に
加
え
、
新
た
に

進
学
率
向
上
を
図
る
た
め
、
公
営

塾
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

社
会
教
育
費
で
は
、
町
文
化
協

会
が
10
周
年
を
迎
え
る
事
か
ら
、

記
念
事
業
に
対
す
る
助
成
を
計
上

し
た
ほ
か
、
遠
島
山
公
園
の
文
化

施
設
再
整
備
の
基
本
計
画
策
定
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
費
で
は
、鵜
川
公
民
館
、

三
波
公
民
館
の
修
繕
費
を
計
上
し

た
ほ
か
、
地
域
の
活
性
化
や
公
民

館
活
動
の
充
実
を
図
る
「
公
民
館

特
色
あ
る
活
動
事
業
費
」
を
増
額

計
上
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
費
で
は
、
中
央
図
書
館

の
新
設
に
あ
わ
せ
て
図
書
購
入
費

を
増
額
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
費
で
は
、
10
周
年

記
念
誌
と
し
て
「
能
登
町
の
文
化

財
」
冊
子
作
成
費
を
計
上
し
、
町

内
文
化
遺
産
や
ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
の

保
存
活
用
基
本
計
画
の
策
定
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

真
脇
遺
跡
整
備
事
業
で
は
、
本

年
度
は
海
岸
線
の
ト
レ
ン
チ
調
査

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
松
波
城
址

整
備
事
業
で
は
、
気
象
や
土
壌
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
保
存
・
展

示
方
法
な
ど
の
調
査
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

体
育
施
設
費
で
は
、
能
都
体
育

館
の
外
壁
や
藤
波
運
動
公
園
多
目

的
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
修
繕
の
ほ

か
、
内
浦
第
２
体
育
館
で
の
文
化

活
動
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
ス

テ
ー
ジ
設
置
や
更
衣
室
建
設
工
事

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
守
り
活
か
す

ま
ち
づ
く
り

　

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
推

進
事
業
で
は
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
設
置
費
用
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
・
薪ま
き

ス
ト
ー
ブ
お
よ
び
生

ご
み
処
理
機
の
購
入
費
助
成
を
行

う
ほ
か
、
防
犯
灯
省
エ
ネ
対
策
事

業
や
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
事
業
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
農
業
遺
産
推
進
事
業
で

は
、「
あ
え
の
こ
と
実
演
委
託
料
」

を
計
上
し
た
ほ
か
、
里
山
景
観
保

全
事
業
へ
の
助
成
も
継
続
し
て
計

上
し
ま
し
た
。

　
「
墓
地
公
園
管
理
費
」
で
は
、

水
道
設
備
の
増
設
、
駐
車
場
の
街

灯
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
清
掃
費
」
で
は
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
基
本
計
画
の
策
定
費
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

土
地
改
良
事
業
で
は
、
町
単
土

地
改
良
事
業
と
し
て
9
地
区
の
用

排
水
路
整
備
、
5
地
区
の
農
道
、

集
落
道
の
舗
装
整
備
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
」「
多
面
的
機
能
支
払
事
業
」「
環

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
事

業
」「
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

交
付
金
事
業
」「
流
域
育
成
林
整

備
事
業
」
お
よ
び
「
松
く
い
虫
対

策
防
除
事
業
」
な
ど
も
農
林
水
産

業
費
に
計
上
し
、
引
き
続
き
事
業

を
進
め
ま
す
。

住
民
が
連
携
・
交
流
す
る

ま
ち
づ
く
り

　

町
村
合
併
か
ら
10
周
年
を
迎
え

る
大
切
な
節
目
の
機
会
を
捉
え
、

将
来
を
見
据
え
た
夢
と
希
望
あ
ふ

れ
る
飛
躍
に
つ
な
が
る
よ
う
、
合

併
10
周
年
記
念
事
業
を
予
定
し
て

お
り
、
記
念
式
典
や
出
版
物
等
の

諸
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
少
子
化
対
策
と
し
て
、

婚
活
支
援
事
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
婦
人
会
の
情
報
力
を
活
用
し

た
出
会
い
の
場
の
提
供
な
ど
、
縁

結
び
隊
を
組
織
し
活
動
費
に
助
成

す
る
事
業
で
す
。

　

防
犯
や
生
活
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
放
置
さ
れ
た
空
き
家
の

解
体
費
に
つ
い
て
助
成
す
る
「
空

き
家
解
体
事
業
」
も
新
規
に
計
上

し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
補
正
で
計
上
し
た
、
町

内
会
等
が
実
施
す
る
高
齢
者
宅
な

ど
の
除
雪
を
行
う
除
雪
機
購
入
費

補
助
金
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

計
上
し
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
推
進
事
業
で
は
、
姉

妹
都
市
の
流
山
市
お
よ
び
小
林
市

と
の
親
善
・
文
化
交
流
の
促
進
を

図
る
た
め
、
交
流
事
業
に
対
す
る

補
助
金
を
継
続
し
た
ほ
か
、
新
た

に
長
野
県
信
濃
町
へ
の
表
敬
訪
問

を
予
定
し
て
お
り
諸
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

企
画
調
整
費
で
は
、
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
、

さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め
、

公
益
信
託
能
登
町
エ
ン
デ
バ
ー

フ
ァ
ン
ド
21
へ
の
出
捐
金
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
振
興
費
で
は
流
山
市
児
童

を
対
象
に
し
た
「
自
然
体
験
ツ

ア
ー
」の
実
施
を
は
じ
め
、地
域
の

魅
力
発
見
な
ど
の
集
落
調
査
を
行

う
「
先
駆
的
里
山
保
全
地
区
創
出

支
援
事
業
」、能
登
を
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
と
見
立
て
、教
育
研
究
活

動
、地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
、地
域

活
力
向
上
や
地
域
の
人
材
育
成
を

図
る
「
能
登
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
事

業
」、首
都
圏
の
大
学
と
連
携
を
図

り
交
流
人
口
の
拡
大
や
町
内
施
設

の
活
用
を
図
る
「
地
域
再
生
事

業
」、能
登
町
の
観
光
や
物
産
な
ど

を
客
観
的
に
分
析
し
、魅
力
あ
る

情
報
発
信
を
図
る
「
地
域
資
源
利

活
用
推
進
事
業
」な
ど
の
地
域
振

興
事
業
を
継
続
す
る
ほ
か
、町
内

へ
の
定
住
促
進
を
図
る
「
ふ
る
さ

と
空
き
家
活
用
事
業
」で
は
、新
た

施 政 方 針
平成 26 年度
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に
「
空
き
家
見
学
ツ
ア
ー
」の
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

能
登
丼
の
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
、
能

登
町
の
魅
力
あ
る
素
材
を
生
か
し

た
地
域
振
興
を
図
る
た
め
の
ソ
フ

ト
事
業
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
域
学
連
携
合
宿
助
成
事
業
」

は
、
大
学
生
の
み
の
合
宿
や
ゼ
ミ

で
、
町
内
の
宿
泊
に
対
す
る
助
成

で
し
た
が
、「
合
宿
助
成
事
業
」

と
し
て
改
め
、
小
中
学
生
や
高
校

生
に
対
す
る
、修
学
旅
行
・
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
も
助
成
要
件
に
加
え
、
増

額
計
上
し
ま
し
た
。

　

新
た
に「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
都

市
圏
の
若
者
を
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
と
し
て
委
嘱
し
、
地
域
の

課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
や
地
域

お
こ
し
活
動
の
支
援
、
農
林
水
産

業
の
応
援
、
住
民
の
生
活
支
援
等

「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
う
な
ど
、

地
域
の
元
気
を
維
持
・
強
化
に
資

す
る
事
業
と
し
て
取
り
入
れ
、
計

上
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
以
降
の
能
登
町
第

2
次
総
合
計
画
策
定
に
係
る
諸
経

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
財
産
管
理
費
で
は
、
能
都

庁
舎
の
非
常
用
発
電
装
置
の
設

置
、
崎
山
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、

柳
田
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

柳
田
情
報
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強

工
事
を
は
じ
め
、
町
有
地
の
測
量

調
査
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
庁
舎

等
整
備
に
係
る
財
源
の
積
み
立
て

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
賦
課
業
務
を
効

率
的
に
行
う
基
礎
資
料
整
備
費
と

し
て
、
内
浦
地
区
お
よ
び
柳
田
地

区
の
家
屋
図
の
作
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

10
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
、
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
飛
躍
に

つ
な
が
る
よ
う
、
能
登
町
と
し
て

の
成
長
・
成
熟
期
に
向
か
い
着
実

な
歩
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

能
登
町
発
展
の
た
め
、
未
来
の

町
づ
く
り
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
邁ま
い
し
ん進
し
て
い
く
所
存
で
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
予
算
案
の
詳
細
は

12
㌻
か
ら
、
生
活
に
身
近
な
制
度

の
改
正
に
つ
い
て
は
16
㌻
か
ら
紹

介
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第１回

定例会

議
会

能
登
町
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月

6
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
を

14
日
ま
で
の
9
日
間
と
定
め
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど
町
長
提
出
議
案
58
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
と

議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
た
あ
と
、
人
事
案

件
3
件
に
同
意
。
そ
の
後
、
11
人
が
議
案
に

つ
い
て
質
問
し
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
議
案
55
件
が
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
平
成
26
年
度
予
算
（
13
件
）

・
一
般
会
計
予
算

・
有
線
放
送
特
別
会
計
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

・
観
光
施
設
特
別
会
計
予
算

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

・
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

・
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
予
算

・
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

・
水
道
事
業
会
計
予
算

・
病
院
事
業
会
計
予
算

※
26
年
度
予
算
の
詳
細
は
、
12
㌻
～
15
㌻
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
可
決
さ
れ
た
25
年
度
補
正
予
算
（
12
件
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
▽
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
５
１
４
２
万
５
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
１
４
５
億
４
５
０
７
万
３

千
円
と
す
る
。
主
に
決
算
を
見
込
ん
だ
事
業

費
の
増
減
に
よ
る
。

・
有
線
放
送
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）・

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）・
観
光
施
設
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）・
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）・
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）・

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）・
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

・
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
▽
専
門
知
識
・
経

平成 26 年度一般会計
予算案など審議し、可
決しました。

験
を
有
す
る
職
員
を
、
任
期
付
き
で
採
用
す

る
場
合
の
規
定
を
整
備
。

・
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
自
家
用
車
使
用
時

の
車
賃
の
額
を
実
態
に
あ
わ
せ
る
。

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
▽
行
財
政
改
革
に
よ
っ
て
一

律
10
㌫
減
額
さ
れ
て
い
た
行
政
委
員
・
消
防

団
員
の
報
酬
を
従
前
の
額
に
引
き
上
げ
る
。

・
能
登
町
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
▽
町
営
バ
ス
を
利
用
し
通
学

す
る
中
学
生
を
無
料
に
。

・
能
登
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
▽
入
所
児
童
減
少
に
よ
り

施
設
を
整
理
統
合
す
る
。

・
能
登
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委

員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
法
の
施
行
に
伴
い
、

障
害
程
度
区
分
審
査
会
の
規
定
を
改
正
。

・
能
登
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
鵜
川
中
学
校
の
閉
校

と
鵜
川
小
学
校
の
位
置
の
変
更
。

・
能
登
町
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
基
準
を
規
定
す
る
。

・
能
登
町
立
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
・
能
登
町
立
図
書
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
・
能
登

町
観
光
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
能
登
町

観
光
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
通
称
・
コ
ン

セ
ー
ル
の
と
）
の
新
設
に
伴
う
改
正
。

・
能
登
町
研
修
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
▽
内
浦
青
少
年
の
家
を
廃

止
。

・
能
登
町
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
・
町
有
財
産
（
土
地
）
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て
▽
う
ち
う
ら
ビ
ア
パ
ー
ク
を

施
設
運
営
者
の
「
社
会
福
祉
法
人
仏
子
園
」

に
譲
渡
す
る
。

・
能
登
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
▽
老
朽
化
し
た
八
幡
団
地
の

用
途
を
廃
止
。

・
能
登
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
・
能
登
町
集
落
排
水
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
・
能
登
町
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
▽
消
費
税
、
地
方
消
費
税
改

正
に
伴
い
経
過
措
置
を
規
定
。

・
能
登
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
・

能
登
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
水
道
事
業
、
簡
易
水

道
事
業
の
給
水
範
囲
を
変
更
。

・
石
川
県
市
町
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等

組
合
規
約
の
一
部
変
更
の
協
議
に
つ
い
て
▽

一
部
事
務
組
合
の
構
成
団
体
増
に
伴
う
規
約

変
更
。

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
・
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
▽

辺
地
対
策
事
業
債
を
充
当
す
る
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
計
画
を
変
更
す
る
。

・
小
字
の
区
域
及
び
名
称
変
更
に
つ
い
て
▽

土
地
改
良
事
業
に
よ
る
区
画
変
更
で
生
じ
た

小
字
を
変
更
。

・「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
24

年
度 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金 

宇
出
津

地
区 

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
（
仮
称
）

能
登
町
観
光
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

新
築

工
事
（
建
築
））」
に
係
る
議
決
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
▽
工
事
請
負
契
約
の
変
更
。
請
負

金
額
に
2
千
１
３
万
9
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
5
億
２
９
３
８
万
9
千
円
と
す
る
。

・
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
▽
4
路
線
を

町
道
に
認
定
。

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
▽
真
脇
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
・
縄
文
真
脇
温
泉

浴
場
・
真
脇
遺
跡
公
園
の
指
定
管
理
者
を「
株

式
会
社
能
登
町
ふ
れ
あ
い
公
社
」
に
指
定
。

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
▽
コ
ン
セ
ー
ル
の
と
に
設
置
す
る
「
能
登

観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

た
び
ス
タ
」
の

指
定
管
理
者
を
「
株
式
会
社
能
登
町
ふ
れ
あ

い
公
社
」
に
指
定
。

施 政 方 針
平成 26 年度

■
人
事
案
件
（
3
件
）

・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い

て
▽
田
下
一
幸
氏
の
後
任
に
髙
雅
彦
副
町
長

を
選
任

・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
▽
任
期
満
了
の
赤
田
一
男

氏
（
当
目
）
の
後
任
に
小
田
宏
男
氏
（
大
箱
）

を
選
任
。

・
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
▽
任
期
満
了
の
鶴
野
み
ど
り
氏
（
鵜
川
）

の
後
任
に
一
谷
美
枝
子
氏
（
同
）
を
選
任
。

■
議
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
議
案（
3
件
）

能
登
町
議
会
基
本
条
例
制
定
特
別
委
員
会
の

設
置
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
・
能
登
町
議

会
基
本
条
例
制
定
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
・
能
登
町
議
会
基
本
条
例
制
定
特

別
委
員
会
委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
互
選
に

つ
い
て
▽
通
年
議
会
導
入
に
向
け
特
別
委
員

会
を
設
置
。「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
委
員
は
次
の
と
お
り
。

■議会基本条例制定特別委員会
委員長：大谷内義一

副委員長：久田良平

委員：金七祐太郎、國盛孝昭、

酒元法子、南　正晴、向峠茂人、

鶴野幸一郎、新平悠紀夫 
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　合併 10 周年という節目の年を迎えた平成
26 年度当初予算は、成熟期を迎えた能登町
の飛躍発展のため、新幹線開業に合わせた観
光振興や広域公共交通対策、住民生活に直結
した道路事業や農業基盤整備事業の強化のほ
か、子育て支援や教育環境の充実など、「防災・
福祉・教育」のさらなる充実に力を入れた積
極的な予算となっています。

歳入は、町税が前年度より 4,178 万
円減の 16 億 1,150 万円を見込

んでいます。納税義務者数の減や景気回復の
波が地方に及んでいないことから、個人町民
税と法人町民税の減額を見込んでいます。
　歳入全体の約 56％を占める地方交付税に
ついては、ほぼ前年同額となる 79 億 3,050
万円を見込んでいます。
　国庫支出金・県支出金については、道路橋
りょう新設改良事業や学校施設環境改善交付
金などで増額となっていますが、地域の元気
臨時交付金、まちづくり交付金事業、漁業経
営構造改善事業などの減によって 1 億 92 万
円の減額となり、合計 16 億 382 万円を見
込んでいます。
　繰入金は、合併特例債を財源として造成し
た合併振興基金からの繰り入れにより、1 億
695 万円増の 1 億 3,494 万円となりました。
　町債においては、小学校大規模改造事業や
観光振興対策事業、行政庁舎等改修事業など
の増により 2 億 1,930 万円増の 21 億 6,850
万円となりました。借金である町債は、公共

事業の地域経済への影響と公債費負担適正化
とのバランスを考慮しながら、計画的な発行
に努めています。

歳出では、人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が総額 59 億 3,003

万円となり全体の 41.6％を占めました。そ
のうち人件費については、職員数の減などに
より 7,417 万円減の 18 億 8,225 万円となっ
ています。公債費は、地方債残高を減少させ
るための繰上償還金 3 億 9,716 万円を見込
むほか、これまでの繰上償還の実施により 2
億 6,254 万円減の 30 億 3,382 万円となり
ました。
　普通建設事業費は、新規事業として鵜川小
学校の大規模改造事業を予定しているほか、
観光案内サイン整備、体育施設改修事業、行
政庁舎等改修事業などの増で、前年度より 3
億 5,592 万円増の 24 億 7,308 万円となり
ました。
　物件費や補助費等を含む消費的経費は、
前年度より 1 億 3,511 万円増の総額 58 億
2,436 万円となりました。能登町第 2 次総合
計画の策定業務のほか、鵜川中学校統合に伴
うスクールバス運転業務、防災行政無線調査
業務などが増額となり、ほかにも別所岳サー
ビスエリアの広域観光施設建設費や消防本部
庁舎建設費などで奥能登広域圏事務組合の負
担金が増額となりました。また、将来の行政
庁舎等の整備のため、庁舎建設基金に 2 億
5,000 万円の積立を行います。

用
語
解
説

【
歳
入
】

自
主
財
源
：
町
税
、分
担
金
及
び
負
担

金
、使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、繰
入

金
、諸
収
入
な
ど
自
主
的
に
収
入
し
う

る
財
源

依
存
財
源
：
地
方
交
付
税
、国
庫
支
出

金
、県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地
方
債

な
ど
、国
の
意
志
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

額
を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
収
入

町
税
：
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
、皆

さ
ん
が
納
め
た
税
金

繰
入
金
：
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金 

諸
収
入
：
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の
収

入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
：
地
域
間
の
税
源
の
不
均

衡
を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公
共
団

体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、国
が

一
般
財
源
と
し
て
配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
：
各
種
事
業

に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

町
債
：
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

【
歳
出
】

人
件
費
：
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報
酬
、

特
別
職
給
与
、職
員
給
な
ど

扶
助
費
：
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、老
人

福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
、生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
や
各
種

扶
助
の
経
費

公
債
費
：
町
債
の
元
利
償
還
金
及
び
一

時
借
入
金
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
：
道
路
、学
校
な
ど

公
共
用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設
事
業

に
要
す
る
経
費

物
件
費
：
臨
時
職
員
の
賃
金
、需
用
費

（
消
耗
品
等
）、役
務
費（
郵
便
料
、火
災

保
険
な
ど
の
保
険
料
等
）、備
品
購
入
費

な
ど

補
助
費
等
：
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

や
、奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
や
宇
出
津

総
合
病
院
へ
の
負
担
金
な
ど

繰
出
金
：
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た

は
、特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ
れ
る

経
費

 【
財
政
指
数
等
】

基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を

積
み
立
て
た
り
、定
額
の
資
金
を
運
用

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
資
金
ま
た
は

財
産

経
常
収
支
比
率
：
財
政
の
弾
力
性
を
示

す
指
標
。数
値
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使

え
る
お
金
が
多
い

実
質
公
債
費
比
率
：
普
通
会
計
に
企
業

会
計
や
一
部
事
務
組
合
も
含
め
た
実
質

的
な
公
債
費
へ
の
財
政
負
担
の
程
度
を

示
す
指
標

◆経常収支比率
▲実質公債費比率

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
見込

20

80

100

120
％

◆
104.7

▲ ▲ ▲
22.5※ 23.2 21.1

◆ ◆ ◆ ◆
◆ ◆

99.7 99.7 95.4 94.1
87.4 89.5

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
19.2 18.9 17.9 17.0

15.7 14.8142億6 100万円
一般会計予算

歳入歳出（性質別）

歳
出（
目
的
別
）

（前年度比 1 億 7300 万円増）

◆地方債残高
区分 平成 25 年度末（見込） 平成 26 年度（見込）

普通会計※ 　　203 億 2595 万 6 千円 　　196 億 7810 万 1 千円
特別会計 　　114 億 6969 万 3 千円 　　112 億 2324 万 8 千円
企業会計 　　 39 億 7566 万円 　　 37 億 7748 万 3 千円

計 　　357 億 7130 万 9 千円 　　346 億 7883 万 2 千円
※一般会計と有線放送特別会計の合計

◆基金総額
区分 平成 25 年度末（見込） 平成 26 年度（見込）

一般会計 　　       48 億 2041 万円 　　 51 億 3385 万 9 千円

◆財政指標の推移

※実質公債費比率の H17 は制度改正後に置きかえると「23.9」

←

自主
財源

（15.2%）

依存財源
（84.8%）

地方交付税
79億3050万円（55.6％）

国庫支出金
9億9652万3千円（7.0％）

県支出金
6億730万3千円（4.3％）

地方譲与税
1億5090万円

（1.1％）

地方消費税交付金
1億9990万円（1.4％）

町債
21億6850万円（15.2％）

その他
425万円（0.2％） 町税

16億1150万円（11.3％）

使用料及び手数料
2億815万3千円（1.5％）

分担金及び負担金
1億3602万8千円（1.0％）

繰入金
1億3494万4千円

（0.9％）

諸収入・その他
7464万9千円

（0.5％）

◆
87.8

▲
13.1
H26
見込

義務的
経費

（41.6%）
投資的
経費

（17.3%）

消費的
経費

（41.1%）

人件費
18億8225万5千円（13.2％）

扶助費
10億1395万1千円（7.1％）

公債費
30億3382万9千円

（21.3％）

普通建設事業費
24億7308万7千円（17.3％）

災害復旧費
351万6千円（0.0％）

物件費
13億5773万2千円（9.6％）

維持補修費
2億767万4千円

（1.5％）

補助費等
22億8019万1千円（16.0%）

積立金
4億4839万1千円

（3.1%）

繰出金
14億7209万4千円（10.3%）

その他
8828万円（0.6%）

議会費
1億2474万8千円（0.9％）

総務費
19億9638万2千円（14.0％）

民生費
26億579万1千円

（18.3％）

衛生費
16億8660万7千円

（11.8％）

労働費
3471万1千円（0.2％）

農林水産業費
7億5463万7千円（5.3％）商工費

3億9484万7千円（2.8％）

土木費
16億3199万4千円（11.4％）

消防費
6億3022万2千円

（4.4％）

教育費
 13億3406万円

（9.4％）

公債費
30億3348万4千円

（21.3％）

その他
 3000万1千円（0.2％）

災害復旧費
351万6千円

（0.0％）
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区分 予算額 増減
一般会計 142億6100万円 1.2％
特別会計（合計） 75億7109万9千円 △2.0％

有線放送 2億1738万9千円 9.6％
国民健康保険 26億8516万1千円 △7.5％

保険事業勘定 26億7847万5千円 △7.5％
直営診療施設勘定 668万6千円 2.9％

後期高齢者医療 3億1001万4千円 1.3％
介護保険 28億2296万1千円 3.6％

保険事業勘定 28億0593万6千円 4.1％
サービス事業勘定 1702万5千円 △43.3％

観光施設 4789万3千円 △8.0％
公共下水道事業 5億4381万円 △1.2％
農業集落排水事業 3億3955万4千円 4.2％
漁業集落排水事業 4127万4千円 1.5％
浄化槽整備推進事業 6014万1千円 13.5％
簡易水道 5億0290万2千円 △11.6％

企業会計
水道事業会計 9億4381万1千円 △13.9％

収益的支出 5億5626万円 24.6％
資本的支出 3億8755万1千円 △40.4％

病院事業会計 28億 617万4千円 △19.9％
収益的支出 24億1021万3千円 △22.3％
資本的支出 3億9596万1千円 △1.3％

予算合計 255億8208万4千円 △3.1％

会
計
別
予
算
と

主
要
施
策

地
域
安
全
推
進
費  

９
０
２
０
万
円

▽
免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者

に
1
万
円
の
商
品
券
ほ
か
を
支
給

生
活
交
通
対
策
事
業５

９
６
６
万
円

▽
珠
洲
市
と
共
同
で
広
域
公
共
交

通
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
実
証
実
験

防
災
総
務
費　
　４

１
４
３
万
7
千
円

▽
自
主
防
災
育
成
事
業
補
助
金
、

防
災
行
政
無
線
の
情
報
伝
達
方
式

等
の
調
査
費
等

道
路
橋
り
ょ
う
維
持
管
理
事
業

１
億
５
０
６
万
円

▽
道
路
河
川
愛
護
活
動
報
奨
金

町
道
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業

２
８
０
２
万
円

▽
継
続
2
路
線
（
2
級
柳
田
3
号

線
、
上
滝
ノ
坊
1
号
線
）

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

４
億
９
３
１
０
万
2
千
円

▽
新
規
1
路
線
（
松
波
2
号
線
）、

継
続
4
路
線
（
内
浦
長
尾
1
号
線

す
こ
や
か
あ
か
ち
ゃ
ん
お
祝
い
金

７
５
５
万
円

▽
第
1
子
7
万
円
、
第
2
子
10
万

円
、
第
3
子
に
は
15
万
円
を
支
給

特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業

１
６
５
３
万
6
千
円

▽
障
害
が
あ
る
児
童
生
徒
の
介
助

や
学
習
支
援
を
行
う
支
援
員
配
置

学
校
図
書
館
指
導
員
４
１
６
万
円

▽
町
内
小
中
学
校
の
図
書
館
の
環

境
を
整
備
。
読
書
を
通
じ
た
国
語

力
向
上
を
目
指
す

児
童
生
徒
通
学
費
補
助
事
業

１
２
６
０
万
3
千
円

▽
小
中
学
校
の
通
学
費
の
全
額
を

補
助
対
象
に
す
る

能
登
高
校
支
援
事
業　

１
１
３
３
万
４
千
円

▽
制
服
購
入
、
通
学
、
部
活
動
を

補
助
す
る
ほ
か
公
営
塾
を
設
置

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
レ
ン
ド
派
遣
事
業

82
万
２
千
円

▽
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
派
遣

し
、
児
童
生
徒
の
不
登
校
の
克
服

ほ
か
）、
舗
装
補
修
、
災
害
防
除

道
整
備
交
付
金
事
業

１
億
８
８
１
５
万
６
千
円

▽
新
規
1
路
線
（
2
級
宇
出
津
藤

波
1
号
線
）、
継
続
3
路
線
（
神

和
住
中
斉
2
号
線
ほ
か
）

河
川
総
務
事
務
費４

５
８
万
9
千
円

▽
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
経
費
ほ
か

駅
山
手
線
街
路
整
備
事
業

３
０
０
１
万
5
千
円

▽
旧
宇
出
津
駅
山
手
線
街
路
整
備

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

７
１
４
８
万
6
千
円

▽
旧
宇
出
津
駅
周
辺
整
備
、
情
報

案
内
板
整
備
等

奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金

（
消
防
費
）４

億
９
４
９
７
万
8
千
円

▽
奥
能
登
広
域
圏
消
防
本
部
庁

舎
、
司
令
セ
ン
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル

無
線
整
備
負
担
金
等

母
子
保
健
推
進
事
業

１
２
８
９
万
6
千
円

▽
妊
婦
健
診
、
不
妊
・
不
育
治
療

補
助
金
な
ど

①
潤
い
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

②
地
の
恵
み
を
糧
と
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

③
健
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
豊
か
な
自
然
を
守
り
活
か
す

　
ま
ち
づ
く
り

④
創
造
性
と
元
気
溢
れ
る

　
ま
ち
づ
く
り

⑥
住
民
が
連
携
・
交
流
す
る

　
ま
ち
づ
く
り

⑦
高
度
通
信
網
の
活
用
と

　
健
全
な
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

▽
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
整
備
に
よ
る
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
の
振
興

棚
田
保
全
対
策
支
援
事
業

６
０
０
万
円

▽
里
山
の
維
持
保
全
と
農
業
の
担

い
手
育
成
の
た
め
、
農
機
具
更
新

の
一
部
助
成
（
増
額
）

畜
産
事
業
事
務
費２

１
４
万
４
千
円

▽
能
登
牛
生
産
体
制
整
備
事
業
。

能
登
牛
を
増
頭
や
施
設
整
備
に
対

し
て
補
助
。

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

３
７
０
３
万
2
千
円

▽
柳
田
中
央
地
区
ほ
か

県
営
老
朽
た
め
池
整
備
事
業

１
８
６
７
万
2
千
円

▽
山
中
地
区
、
五
十
里
地
区
ほ
か

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

１
４
６
４
万
8
千
円

▽
鈴
ヶ
嶺
地
区
の
暗
渠
工
事
ほ
か

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業　
　
　

５
６
８
１
万
円

▽
鮭
尾
地
区
飲
雑
用
水
整
備
、
小

間
生
地
区
紙
す
き
体
験
施
設
整
備

に
関
す
る
基
礎
調
査

里
山
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１
０
０
万
円

▽
林
地
残
材
の
回
収
の
対
価
と
し

て
地
域
通
貨
を
発
行
。
里
山
保
全

と
地
域
産
業
活
性
化
を
図
る

小
規
模
近
代
化
設
備
整
備
事
業

８
０
０
万
円

▽
県
漁
協
能
都
支
所
鮮
魚
選
別
機

ラ
イ
ン
整
備

商
工
業
振
興
対
策
事
業

２
３
２
７
万
8
千
円

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
に
対

す
る
補
助
ほ
か

能
登
杜
氏
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業　
　
　
　
　

１
１
１
万
２
千
円

▽
酒
蔵
と
祭
り
神
社
を
核
と
す
る

「
聖
地
巡
盃
」
を
旅
行
商
品
化

観
光
振
興
対
策
事
業

１
億
２
９
１
５
万
８
千
円

▽
観
光
案
内
サ
イ
ン
を
町
内
統
一

観
光
施
設
管
理
事
業

▽
た
び
ス
タ
運
営
経
費
ほ
か

と
再
発
可
能
性
を
低
下
さ
せ
る

英
語
力
向
上
対
策
事
業　

80
万
円

▽
英
語
力
向
上
を
目
指
し
、
中
学

生
の
英
語
検
定
費
用
を
補
助

小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

４
億
３
６
６
８
万
9
千
円

▽
旧
鵜
川
中
学
校
を
鵜
川
小
学
校

に
大
規
模
改
造

図
書
館
費　
　
　

１
６
６
２
万
円

▽
中
央
図
書
館
に
職
員
を
配
置
。

図
書
購
入
費
を
増
額

文
化
財
保
護
事
業　
　
　
　
　
　

　

１
０
０
５
万
４
千
円

▽
「
能
登
町
の
文
化
財
」
冊
子
作

成
、
文
化
遺
産
保
存
活
用
基
本
設

計
策
定
ほ
か

松
波
城
址
整
備
事
業

１
４
９
９
万
4
千
円

▽
国
名
勝
の
旧
庭
園
整
備
の
た
め

の
調
査
ほ
か

内
浦
総
合
運
動
公
園
施
設
管
理
費

６
７
６
５
万
３
千
円

▽
内
浦
第
2
体
育
館
に
ス
テ
ー
ジ

等
を
設
置

し
尿
処
理
施
設
管
理
費

６
４
０
２
万
5
千
円

▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
基
本
計
画
作
成

業
務
な
ど

合
併
10
周
年
記
念
事
業

３
１
２
万
7
千
円

▽
記
念
式
典
、
表
彰
、
記
念
誌
刊

行
、
町
民
か
ら
の
記
念
事
業
募
集

空
き
家
等
解
体
事
業
１
０
０
万
円

▽
放
置
さ
れ
て
危
険
な
状
態
の
建

物
の
解
体
費
用
を
助
成

婚
活
支
援
事
業　
　

１
０
０
万
円

▽
「
能
登
町
縁
結
び
隊
」
を
組
織
。

婦
人
団
体
協
議
会
の
組
織
力
を
活

用
し
て
婚
活
を
支
援

企
画
調
整
事
業１

４
６
１
万
4
千
円

▽
エ
ン
デ
バ
ー
フ
ァ
ン
ド
21
出
捐

金
ほ
か

地
域
振
興
費
２
１
４
２
万
3
千
円

▽
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
2
人

を
受
け
入
れ
地
域
振
興
を
図
る

奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金

７
６
６
９
万
5
千
円

▽
里
山
海
道
・
別
所
岳
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
広
域
観
光
施
設
の
負
担
金

賦
課
徴
収
事
務
費
・
収
納
対
策
費

５
３
１
０
万
1
千
円

▽
奥
能
登
地
区
滞
納
整
理
機
構

庁
舎
建
設
基
金
積
立2

億
5
千
万
円

6
次
産
業
化
可
能
性
調
査

２
０
０
万
円

▽
農
林
水
産
業
の
優
良
経
営
と
活

性
化
を
目
指
し
、
生
産
か
ら
販
売

ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
「
6
次
産

業
化
」
の
可
能
性
調
査
を
実
施

産
地
競
争
力
強
化
事
業

１
０
１
万
9
千
円

が
ん
検
診
事
業１

６
５
７
万
５
千
円

▽
肺
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
、

乳
が
ん
検
診
を
実
施

す
こ
や
か
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

１
２
０
万
2
千
円

▽
健
診
受
診
者
に
ク
ー
ポ
ン
を
配

布
。
受
診
率
の
向
上
を
目
指
す
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平
成
26
年
度
の
予
算
に
お
い
て
、

町
民
生
活
に
身
近
な
制
度
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小中学生の通学費を全額補助します。

　小・中学生の路線バス利用の通学費を全額
補助します。

教育委員会「児童生徒通学費補助事業」

中学生の英語力向上を支援します。

　英語検定受験料を助成します。

教育委員会「英語力向上対策事業」

能登高校で公営塾を実施します。

　能登高校に公営塾を開設し、学力の向上を
支援します。

総務課「能登高校支援事業」

婚活支援事業を実施します。

　「能登町縁結び隊」を組織し、結婚を希望
する独身者の婚活をサポートします。

総務課「婚活支援事業」

健診受診者へクーポン券を支給

　健診受診率アップを目指し、受診者に協賛
商店のクーポン券を支給します。

健康福祉課「すこやかまちづくり推進事業」

プレミアム商品券の発行に補助

　商工会が発行するプレミアム商品券に補助
します。

ふるさと振興課「商工業振興対策事業」

Ｉ・Ｕターンを支援

　第 1 次産業に従事する I・U ターン者の賃
貸住宅に家賃助成、生活準備金を支給します。

農林水産課「第 1 次産業 I・U ターン支援事業」
ふるさと振興課「雇用促進緊急助成金」
　　　　　　　  「定住促進助成金」

姉妹都市との交流を推進

　姉妹都市である千葉県流山市と宮崎県小林
市への交流目的の訪問に助成します。

総務課「姉妹都市交流支援事業」

小中学生の通学費を全額補助

　小・中学生の路線バス利用の通学費を全額
補助します。

教育委員会「児童生徒通学費補助事業」

中学生の英語力向上を支援

　英語検定受験料を助成します。

教育委員会「英語力向上対策事業」

能登高校で公営塾を実施

　能登高校に公営塾を開設し、学力の向上を
支援します。

総務課「能登高校支援事業」

婚活支援事業を実施

　「能登町縁結び隊」を組織し、結婚を希望
する独身者の婚活をサポートします。

町民課「婚活支援事業」

すこやかあかちゃんお祝い金を増額

　出産お祝い金を 1 人目 7 万円、2 人目 10
万円、3 人目以降 15 万円に増額。（5 万円ま
では商品券交付。超える分は現金支給）

町民課「すこやかあかちゃんお祝い金」

聖地巡盃事業を実施

　能登杜氏が造る日本酒と、神社や祭りを組
み合わせ、新たな町歩きのスタイルを提案し
ていきます。
ふるさと振興課「能登杜氏の里プロジェクト事業」

のっとりんグッズを作成

　能登町のゆるキャラ「のっとりん」のグッ
ズを作成します。

ふるさと振興課「観光振興対策事業」

観光案内看板を設置します。

　町内統一の観光案内サインを設置します。

ふるさと振興課「観光振興対策事業」

合併 10 周年記念事業を募集

　平成 27 年度に実施する記念事業を町民か
ら募集し、審査のうえ支援します。

総務課「合併 10 周年記念事業」

地域おこし協力隊員を配置

　「地域協力活動」に従事する都市青年 2 名
を受け入れ、地域の元気の維持・強化に取り
組みます。

ふるさと振興課「地域振興費」

合宿・修学旅行の受け入れに助成

　学生のゼミやスポーツ等の合宿、修学旅行
の受け入れに補助します。

ふるさと振興課「地域振興費」

今
年
度
注
目
の

ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度

一歩前へ進む
まちづくり

活力ある
まちづくり
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危険な空き家に対して対策

　空き家となって放置され、第三者に危害を
及ぼすおそれのある、危険な状態の建物解体
に助成します。

総務課「空き家等解体事業」

イノシシによる農作物被害防止を支援

　電気防護柵の設置や狩猟登録費用を助成し
ます。

農林水産課「鳥獣被害防止対策事業」

公立宇出津総合病院の外科外来を増築

　がん患者が化学療法を受けるスペースを拡
張し、身体的負担の軽減を図ります。

宇出津総合病院「外科外来増築事業」

高齢者の運転免許証自主返納を支援

　65歳以上の方が運転免許証を自主返納する
と、身分証明となる住民基本台帳カードを無
料発行するとともに、1万円の商品券を支給。
　町民課「高齢者運転免許証自主返納事業」

道路河川愛護活動を支援

　町内会が実施する道路や河川の草刈りなど
の活動に報奨金を支給します。

建設課「道路橋りょう維持管理事業」

環境にやさしい町づくりを支援
　木質ペレットストーブ・薪ストーブ、生ご
み処理機の購入や、防犯灯省エネ対策事業、
住宅用太陽光発電システム設置に助成。

総務・ふるさと振興・環境対策課
「環境にやさしい町づくり推進事業」

町内会へ小型除雪機購入を助成

　除雪機が入ることができない狭い道路や
高齢者宅の除雪機購入に助成します。

総務課「小型除雪機購入費」

里山木の駅プロジェクト事業に助成

　里山の林地残材の搬出に対し、地域通貨と
交換します。

農林水産課「里山木の駅プロジェクト」

　能登町内への移住・定住を促進し、地域の活性化を図
ります。
■ふるさと定住 住宅助成金

〈助成条件〉
①Ｕ・Ｉターンし、自らが定住すること
② 20 歳以上であること
③助成金交付日から 5 年以上定住する意思があること
④住宅は、町に営業所などを有する住宅建設関連事業者
で、建設業法に基づく許可を受けているもの、またはこ
れと同等の技術をもつ者の施工であること
⑤地域住民と積極的に交流を図る意思があること
◆新築住宅助成金

〈助成対象者〉
　転入して 2 年未満の新築で、工事請負契約・売買契
約締結後 3 カ月以内に認定申請する人

〈助成金額〉　500,000 円
◆中古住宅改築助成金

〈助成対象者〉
　転入してから 1 年未満に中古住宅を購入し、その売
買契約から 1 年未満に改築する人で、認定後直ちに改
築工事できる人

〈助成金額〉　
・ふるさと空き家情報※登録物件
　改築工事費の 1/2（限度額 500,000 円）
・ふるさと空き家情報未登録物件
　改築工事費の 1/2（限度額 250,000 円）
※のと宅地建物取引業組合が町の委嘱を受けて管理運営
する空き家情報サイト。『能登町空き家』で検索。

　Ｕ・Ｉターン者と新規学卒者の雇用確保のため、給与
の一部を助成し、定住を促進します。
■雇用促進緊急助成金

〈助成対象者〉
　町内に住所を有する新規学卒者や住所を有してから１
年以内のＵ・Ｉターン者を雇用する町内に事業所を持つ
企業・団体

〈助成条件〉
　①雇用者を 1 年以上雇用する計画がある企業・団体
　　（交付は 7 カ月目から）
　②雇用者の勤務地が能登町内であること
　③雇用者が正社員と同等の雇用で、雇用保険の適用・
　　社会保険、健康保険に加入していること
　④対象労働者は 18 歳以上であること

〈助成金額〉
　1 人につき、月額基本給の 1/3
　（限度額 50,000 円× 6 カ月分）

■定住促進助成金
〈助成対象者〉
　上記雇用促進緊急助成金の対象となった企業・団体に
雇用され 1 年を経過する人

〈助成条件〉
　定住促進緊急助成金の対象になってから、2 年以上町
内に定住する意志のある人

〈助成金額〉
100,000 円

（申請年度末 50,000 円、翌年度末 50,000 円）

能登町の移住・定住支援制度 問ふるさと振興課☎ 62-8532

安全安心な
まちづくり

・総務課☎ 62-8510

・環境対策課☎ 62-8507

・町民課☎ 62-8500

・ふるさと振興課☎ 62-8532

・農林水産課☎ 76-8302

・建設課☎ 76-8304

・健康福祉課

　（医療介護）☎ 72-2502

　（健康推進）☎ 72-2504

・教育委員会事務局☎ 72-2509

・公立宇出津総合病院事務局

　☎ 62-1311

制度の詳細は各担当課まで
お気軽にお問い合わせください。

後期高齢者医療制度ご加入の皆さまへ
平成 26・27 年度の後期高齢者医療制度の保険料率を 4 月 1 日から改定します。

（平成 26 年 2 月 18 日開催の広域連合議会において議決されました。）
4 月からの保険料は、平成 25 年度の年間保険料で計算した額を徴収します。
平成 26 年度の保険料は 7 月に決定し、お知らせします。

○平成 26・27 年度の保険料率は、次のとおり据え置きとします。

年額 均等割額 47,520 円
所得割率 9.33%

○年間保険料の賦課限度額を 57 万円に設定します。
　改定前は 55 万円でした。

○低所得の世帯での均等割額軽減基準額を拡大します。

　　所得合計が基準を超えない世帯 軽減 均等割年額
33 万円以下　かつ被保険者全員が年金
収入 80 万円以下（他に所得なし） 9 割 4,752 円

33 万円以下 8.5 割 7,128 円
33 万円　＋　被保険者数 × 24.5 万円 5 割 23,760 円
33 万円　＋　被保険者数 × 45 万円 2 割 38,016 円

均等割額
47,520 円

所得割額
（前年中の総所得金額等

ー 33 万円）× 9.33%

年間保険料
〈上限 57 万円〉

＋

＝

今回軽減が拡大しました。
被保険者である世帯主を計算に含めることができるよう
になります。

被保険者に乗ずる額が増え（35 万→ 45 万）、対象になる
範囲が拡大します。

問県後期高齢者医療広域連合
☎ 076-223-0140

健康福祉課☎ 72-2502

保険料の計算方法
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平
成
26
年
4
月
1
日
付
け

人
事
異
動

　

能
登
町
職
員
の
4
月
1
日
付
け

人
事
異
動
が
、
3
月
24
日
に
内
示

さ
れ
ま
し
た
。

■
課
長
級

▽
池
上
正
博
（
教
育
委
員
会
事
務

局
長
）
▽
畝
村
義
夫
（
広
報
情
報

推
進
課
長
）
▽
小
坂
智
（
ふ
る
さ

と
振
興
課
長
）
▽
江
端
由
爾
（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▽
干
場

勝
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務

局
長
）

■
課
参
事
級

▽
蔭
田
大
介（
企
画
財
政
課
参
事
）

▽
滝
上
雅
之
（
監
理
課
参
事
）
▽

本
谷
敏
博
（
健
康
福
祉
課
参
事
）

■
課
長
補
佐
級

▽
中
敏
和
（
鵜
川
支
所
長
）
▽
大

森
凡
世
（
税
務
課
長
補
佐
）
▽
薮

下
欣
子
（
能
都
サ
ー
ビ
ス
室
長
）

▽
上
野
英
明
（
健
康
福
祉
課
長
補

佐
）
▽
打
合
い
ず
み
（
農
林
水
産

課
長
補
佐
）
▽
長
尾
淳
浩
（
柳
田

サ
ー
ビ
ス
室
長
）▽
橋
谷
久
司（
建

設
課
長
補
佐
）

■
主
幹
級

▽
小
川
勝
則
（
監
理
課
主
幹
）
▽

山
下
安
子
（
能
都
サ
ー
ビ
ス
室
主

幹
）
▽
福
田
す
み
子
（
健
康
福
祉

課
主
幹
）
▽
向
井
豊
人
（
健
康
福

祉
課
主
幹
）
▽
河
崎
恭
子
（
健
康

福
祉
課
主
幹
）
▽
石
崎
宏
子
（
ふ

る
さ
と
振
興
課
主
幹
）
▽
下
野
景

子
（
環
境
対
策
課
主
幹
）
▽
浜
田

健
司
（
建
設
課
主
幹
）
▽
吉
村
泰

輝
（
会
計
課
主
幹
）
▽
本
谷
広
子

（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局

主
幹
）

■
係
長
級

▽
坂
本
賢
太
郎
（
総
務
課
係
長
）

▽
八
幡
美
雪（
高
倉
出
張
所
係
長
）

▽
山
根
剛
（
企
画
財
政
課
係
長
）

▽
間
島
由
加
（
監
理
課
係
長
）
▽

井
下
昭
信
（
監
理
課
係
長
）
▽
北

野
浩
志（
広
報
情
報
推
進
課
係
長
）

▽
水
元
智
子（
健
康
福
祉
課
係
長
）

▽
谷
上
豪
（
健
康
福
祉
課
係
長
）

▽
高
戸
直
美
（
こ
ど
も
み
ら
い
セ

ン
タ
ー
係
長
）
▽
岩
住
均
（
環
境

対
策
課
係
長
）▽
下
谷
内
哲
次（
農

林
水
産
課
係
長
）▽
寺
下
由
朗（
農

林
水
産
課
係
長
）▽
朝
川
桂
輔（
農

林
水
産
課
係
長
）▽
浜
野
隆
佑（
柳

田
サ
ー
ビ
ス
室
係
長
）
▽
石
田
真

由
美
（
柳
田
サ
ー
ビ
ス
室
係
長
）

▽
山
下
知
美（
上
下
水
道
課
係
長
）

▽
乙
川
恵
（
会
計
課
係
長
）

■
主
査
級

▽
千
徳
博
（
議
会
事
務
局
主
査
）

▽
綱
屋
栄
次
郎
（
秘
書
室
主
査
）

▽
橋
本
信
康
（
小
木
支
所
主
査
）

▽
岩
井
芳
美
（
小
木
支
所
主
査
）

▽
寺
下
礼
子
（
企
画
財
政
課
主

査
）
▽
蔵
前
雅
子
（
税
務
課
主
査
）

▽
川
口
浩
喜
（
税
務
課
主
査
）
▽

嶋
垣
英
和
（
税
務
課
主
査
）
▽

町
端
晃（
広
報
情
報
推
進
課
主
査
）

▽
中
道
紀
（
広
報
情
報
推
進
課
主

査
）
▽
小
原
麻
紀
（
健
康
福
祉
課

主
査
）
▽
高
山
智
美
（
健
康
福
祉

課
主
査
）
▽
角
井
奈
保
子
（
健
康

福
祉
課
主
査
）
▽
時
長
弘
志
（
農

林
水
産
課
主
査
）▽
夛
田
利
洋（
農

業
委
員
会
事
務
局
主
査
）
▽
寅
松

伸
也
（
建
設
課
主
査
）
▽
藪
下
智

康
（
建
設
課
主
査
）
▽
蓑
島
真

吾
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
主
査
）
▽

山
口
竜
次
郎
（
教
育
委
員
会
事
務

局
主
査
）
▽
寺
川
和
美
（
教
育
委

員
会
事
務
局
主
査
）
▽
河
端
逸
美

（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局

主
査
）

■
主
事
級

▽
田
形
綾
香
（
総
務
課
主
事
）
▽

小
坂
陽
一
（
税
務
課
主
事
）
▽

石
垣
優（
広
報
情
報
推
進
課
主
事
）

▽
蓑
島
阿
貴
子
（
内
浦
サ
ー
ビ
ス

室
主
事
）
▽
小
弥
恵
（
衛
生
セ
ン

タ
ー
主
事
）
▽
坂
下
昭
徳
（
柳
田

サ
ー
ビ
ス
室
主
事
）
▽
道
下
奈
々

（
ふ
る
さ
と
振
興
課
主
事
）
▽

中
山
正
嗣
（
上
下
水
道
課
主
事
）

▽
谷
内
竜
也
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
事
務
局
主
事
）

■
保
育
所
長

▽
三
宅
章
子
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所

長
）
▽
新
平
悦
子
（
柳
田
保
育
所

長
）
▽
竹
橋
澄
子
（
上
町
保
育
所

長
）

■
主
任
保
育
士

▽
川
口
裕
子
（
鵜
川
保
育
所
主
任

保
育
士
）
▽
浅
井
節
子
（
高
倉
保

育
所
主
任
保
育
士
）
▽
佐
野
静
子

（
柳
田
保
育
所
主
任
保
育
士
）
▽

背
戸
美
知
代
（
上
町
保
育
所
主
任

保
育
士
）

■
保
育
士

▽
木
村
仁
美
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所

保
育
士
）
▽
中
田
有
香
（
ひ
ば
り

保
育
所
保
育
士
）▽
山
口
有
加（
ひ

ば
り
保
育
所
保
育
士
）
▽
新
谷
裕

子
（
鵜
川
保
育
所
保
育
士
）
▽

大
門
広
美（
高
倉
保
育
所
保
育
士
）

■
技
能
労
務
職

▽
嵐
ひ
と
み
（
高
倉
保
育
所
調
理

員
）
▽
浜
上
他
美
子
（
宇
出
津
小

学
校
校
務
員
）
▽
横
井
将
大
（
能

都
中
学
校
校
務
員
）
▽
辺
焼
幸
弘

（
小
木
中
学
校
校
務
員
）
▽
八
木

哲
也
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
技

能
職
員
）

■
看
護
師

▽
森
下
裕
美
（
副
総
看
護
師
長
）

▽
森
美
枝
子
（
看
護
師
長
）
▽

町
分
真
知
子
（
主
任
看
護
師
）

■
派
遣

▽
大
鷲
克
宏
（
環
境
対
策
課
参
事

（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
））

▽
大
門
孝
徳
（
環
境
対
策
課
係
長

（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣（
更

新
）））
▽
新
出
和
也
（
健
康
福
祉

課
係
長
（
石
川
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
派
遣
））
▽
池
田

紘
一
（
税
務
課
主
査
（
奥
能
登
地

区
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
派
遣
））

▽
大
黒
恭
卓
（
総
務
課
主
事
（
石

川
県
地
方
課
派
遣
））

■
新
規
採
用

▽
岩
池
彩
海
（
企
画
財
政
課
主

事
）
▽
広
瀬
翔
（
広
報
情
報
推
進

課
主
事
）
▽
藤
井
梨
奈
（
町
民
課

主
事
）
▽
畔
川
一
樹
（
ふ
る
さ
と

振
興
課
主
事
）
▽
蛸
島
慎
司
（
教

育
委
員
会
事
務
局
主
事
）
▽
村
本

早
映
（
中
央
図
書
館
司
書
）
▽
善

野
智
栄
（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）

▽
下
畠
尚
子
（
ひ
ば
り
保
育
所
保

育
士
）
▽
鍛
治
谷
雄
一
（
多
目
的

交
流
セ
ン
タ
ー
技
能
職
員
）
▽
木

下
翔
太
（
五
十
里
浄
水
場
労
務
職

員
）
▽
干
物
弘
治
（
内
浦
浄
水
場

労
務
職
員
）
▽
小
栗
真
人
（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
小
児
科
医
長
）

▽
西
孝
幸（
同
内
科
医
師（
併
任
））

▽
川
﨑
文（
同
内
科
医
師（
併
任
））

▽
豊
原
茂（
同
診
療
放
射
線
技
師
）

▽
深
澤
萌
美
（
同
看
護
師
）
▽
脇

胡
桃
（
同
看
護
師
）
▽
平
野
多
恵

子
（
同
看
護
師
）

■
割
愛

▽
三
井
松
夫
（
教
育
委
員
会
事
務

局
次
長
）

■
任
期
付
採
用

▽
小
森
和
俊
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
名
誉
院
長
兼
消
化
器
科
医
長

（
短
時
間
勤
務
））

■
再
任
用
更
新

▽
下
野
信
行
（
町
参
事
）
▽
山
森

景
治
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事

務
局
院
長
室
長
）

■
再
任
用

▽
舘
博
之（
企
画
財
政
課
係
長（
奥

能
登
広
域
圏
事
務
組
合
派
遣
））

▽
小
坂
浩
正
（
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
所
長
）
▽
南
代
英
之
（
矢
波

浄
水
場
係
長
）▽
高
井
美
智
子（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
准
看
護
師
）

▽
釣
谷
和
子
（
同
准
看
護
師
）

■
退
職
者
（
3
月
31
日
付
け
）

▽
舘
博
之
（
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長
）
▽
加
須
屋
勲
（
監
理
課
担

当
課
長
）
▽
田
尻
義
和
（
環
境
対

策
課
担
当
課
長
（
多
目
的
交
流
セ

ン
タ
ー
所
長
））
▽
南
代
英
之
（
環

境
対
策
課
担
当
課
長
（
衛
生
セ
ン

タ
ー
所
長
））
▽
大
塚
良
英
（
建

設
課
参
事
）
▽
長
田
と
も
子
（
健

康
福
祉
課
長
補
佐
）
▽
清
水
音
雄

（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）
▽
小
坂

浩
正
（
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
主

任
）
▽
小
川
勉
（
宇
出
津
小
学
校

校
務
員
）
▽
吉
野
亮
子
（
ひ
ば
り

保
育
所
調
理
員
）▽
泉
裕
次
郎（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
技
能
職
員
）

▽
柳
瀬
由
美
子
（
上
町
保
育
所

長
）
▽
谷
口
利
憲
（
公
立
宇
出
津

総
合
病
院
副
院
長
）
▽
藤
井
邦
裕

（
同
小
児
科
医
長
）
▽
廣
谷
太
一

3 月 16 日執行

石川県知事選挙開票結果
谷本正憲氏が 6 選　投票率は 57.85㌫
　任期満了に伴う石川県知事選挙が、3 月 16 日㈰に行われ、

即日開票されました。期日前投票は 3,749 人（21.88㌫）、投

票率は前回（平成 22 年 3 月 14 日執行）を 2.25㌽下回る

57.85㌫でした。

　各投票区の投票・開票結果は次のとおりです。

投票区 投票所 当日
有権者数 投票者数 投票率

（％）

第 1 能登町社会福祉会館 1,644 934 56.81

第 2 宇出津小学校 1,647 914 55.49

第 3 ひばり保育所 863 503 58.29

第 4 三波公民館 286 164 57.34

第 5 矢波地区集会所 251 156 62.15

第 6 神野公民館 542 316 58.3

第 7 鵜川公民館 977 526 53.84

第 8 瑞穂公民館 643 374 58.16

第 9 宮地生活改善センター 237 156 65.82

第 10 野田コミュニティ
センター 1,348 885 65.65

第 11 小間生公民館 443 287 64.79

第 12 上町地区
生活改善センター 727 503 69.19

第 13 岩井戸公民館 198 135 68.18

第 14 当目地区多目的
研修会センター 214 134 62.62

第 15 斉和多目的集会所 195 148 75.9

第 16 内浦福祉センター 1,835 982 53.51

第 17 上区集会場 240 162 67.5

第 18 不動寺公民館 463 298 64.36

第 19 秋吉公民館 324 193 59.57

第 20 白丸コミュニティ施設 686 386 56.27

第 21 能登勤労者プラザ 348 182 52.3

第 22 小木地区活性化センター 1,841 919 49.92

第 23 高倉保育所 989 507 51.26

第 24 小浦地区集会所 189 146 77.25

計 17,130 9,910 57.85

【開票結果】

木村よしのぶ 無所属・新 472 票

川　裕一郎 無所属・新 1,598 票

谷本まさのり 無所属・現 7,726 票

無効 113 票

不足 1 票

（
同
内
科
医
長
（
併
任
））
▽
里
出

博
幸
（
同
診
療
放
射
線
技
師
長
）

▽
松
村
智
恵
子
（
同
看
護
師
長
）

▽
坂
下
豊
子
（
同
主
任
看
護
師
）

▽
荒
木
佑
希
（
同
看
護
師
）
▽

山　

典
子
（
同
看
護
師
）
▽
高
井

美
智
子
（
同
准
看
護
師
）
▽
釣
谷

和
子
（
同
准
看
護
師
）
▽
柳
瀬
房

枝
（
同
准
看
護
師
）
▽
小
森
和
俊

（
同
名
誉
院
長
兼
消
化
器
科
医
長

（
勤
務
延
長
））
▽
蟹
豊
文
（
教
育

委
員
会
事
務
局
次
長
（
割
愛
））
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地域の人と並んでお講料理を体験した

こどもみらいセンター遠足

　こどもみらいセンターの行事「親子でだんごまきと
お講

こう

体験」は 3 月 9 日に塩
えんこく

谷寺（宇出津）で行われま
した。毎年、塩谷寺ではこの時期に「涅

ね は ん え

槃会」が行われ、
米粉で造った団子をまいています。涅槃会は、檀

だ ん か

家だ
けではなく地域の人にも開かれています。こどもみら
いセンターから参加した 9 人も、地域の人とともに 5
色の涅槃団子を拾いました。お講料理の体験では普段
家では食べない、お寺の精進料理を楽しみました。

地域の伝統行事を体験

女優の藤田弓子さんが講演

学びを通じ地域づくりを
能登町生涯学習振興大会

　能登町生涯学習振興大会は 3 月 2 日、役場能都庁舎
で行われました。町社会教育功労者表彰があり、公民
館活動などに功労があった 4 人と 1 団体が表彰されま
した。事例発表では鵜川公民館が地域で行う省エネと
環境教育について、小間生公民館が地域に伝わる久田
和紙の保全活動について発表しました。

・町社会教育功労者表彰受賞者（敬称略）

坂下卓志、浦智子、大屋百合子、山端一男、紙工房みわ会

　県と奧能登 4 市町、金沢大などで組織する「能登キャ
ンパス構想推進協議会」の英語による発表会は 3 月 2
日、金沢市で開かれ、北陸大 4 年の又木実

み の ぶ

信さん（白
丸出身）があばれ祭を紹介しました。能登の里山里海
の魅力を世界に発信できる人材育成の一環です。
　又木さんは、神輿が壊れるほど神様が喜ぶ激しい祭
りであることを英語でプレゼン。発表会を撮影した動
画は後日、インターネットで配信される予定です。

あばれ祭を見に来てほしいと英語で呼びかける又木さん

あばれ祭を英語でプレゼン
能登の里山里海　学生が英語で紹介

　奧能登各地を大学のキャンパスに見たて、地域貢献
活動や研究で活性化を目指す「能登キャンパス構想推
進協議会」の課題成果報告会は 3 月 5 日、能登空港で
開かれ、金沢大の大学院生・菊池孝

よしたか

高さんは能登町「石
井用水」での小水力発電の可能性を明らかにしました。
　菊池さんは、3 月中旬から柳田地内の石井用水支流
に車輪の下に水流を当てて回転させる「下掛水車」を
設置し、発電量の計測とＬＥＤ点灯を行っています。

小水力発電の可能性を発表
能登キャンパス構想　課題成果報告会

下掛水車による小電力発電を説明する菊池さん

　柿生の神道地区の祭礼「石仏山祭り」は 3 月 2 日に行われました。午前 9 時 30 分に当番の氏
子宅を出発した 9 人の氏子らは、太鼓を鳴らしながら山に登りました。途中「女人禁制」の看板
があり、これから先はナタや斧などの刃物の持ち込みが禁じられているため、うっそうとした原
生林が広がっています。一行は「前

まえだち

立」と呼ばれる高さ約 3 メートルの巨石の前に到着。豊作を
願い神事が行われました。社殿を持たない原始的な信仰の形態を残していることから、山の一帯
は「祭

さ い し

祀遺跡石仏山」として県の指定史跡に登録されています。

石仏山祭り
春に向けて巨石に祈りをささげる

席にお茶を運ぶ児童

ひなまつりミニお茶会

　まつなみキッズセンターでは毎月、季節にちなんだ
ミニお茶会が開かれています。3 月 6 日にはひな人形
の前で「ひなまつりお茶会」が開かれました。授業を
終えて児童館に到着した児童らが、星野紀子さん（布
浦）のお点前を楽しみました。お茶会を通じて、お茶
菓子やお茶を味わったり、お手伝いなどのマナーにつ
いて学んだりすることができます。6 年生は最後のお
茶会を、落ち着いた様子で楽しんでいました。

　町出身の写真家・梅佳代さんの写真展が、新潟県立
万代島美術館（新潟市中央区）で開催されています。
　梅さんは、初写真集『うめめ』で写真の創作・発表
活動に優れた成果をあげた新人に贈られる木村伊兵衛
写真賞（2006 年度第 32 回）を受賞し、その後も日
本航空の機内誌スカイワードの連載では、イラスト
やエッセイなど写真以外の才能も発揮し活躍していま
す。万代島美術館での写真展は 5 月 6 日㈫まで。

新潟の美術館で梅佳代写真展
未発表写真など約600点を展示

「じいちゃんさま」のコーナーで写真に見入る来場者

神事に臨む氏子ら
▼
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結界に入る。斧などが持ち込が許
されていないため、周辺は大きな
古木が茂っている。
▼

春を感じる季節のお茶会
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【能登町役場】☎62-1000（代）　
能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　会計課☎62-8509
柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304
内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502

　（福祉庶務）☎72-2503
　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
議会庁舎　議会事務局☎76-8310

姉妹都市交流お知らせ

お知らせ のとキリシマツツジ盆栽講習会

　町民の皆さんが実施する姉妹都市との交流事業に
対して補助金を交付します。

〈対象の要件〉※次の各号に全て該当すること
　①高校生以上で町内に住所を有する人
　② 5 人以上で構成する団体
　③研修、視察又は各種交流を目的とした事業
　　（姉妹都市の個人または各種団体との交流を目
　　的とすること。）
　④事業実施の 30 日前に申請書を提出し、町の承
　　認を受けること
　⑤収入の額に公的助成金が 3 分の 1 以上含まれ
　　ていないこと

〈補助金上限額〉（一人あたり）
　①千葉県流山市　5 千円
　②宮崎県小林市　2 万円

〈対象の経費〉　①交通費および宿泊費
　②その他の交流に必要な経費

問総務課秘書室☎ 62-8501

姉妹都市との交流事業を支援します

税金 / 保険料納期

今月の納期限は 4 月 30 日㈬です

〈税　金〉軽自動車税　第 1 期
〈保険料〉後期高齢者医療保険料  第 1 期

INFORMATION
まちからのお知らせ＆ニュース

能登町奨学金募集
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盆栽仕立て技術講習会　受講者募集

お知らせ 国民年金

　所得が少ないときや、失業等の理由で保険料を納
付することが困難な場合、国民年金保険料の免除申
請ができます。全額免除の他、一部免除（4 分の 3、
半額、4 分の 1）、若年者納付猶予、学生納付特例
があります。
　未納期間がある人は、過去 2 年 1 カ月の免除申
請ができます。（法改正により、期間が延長されて
います。）お早目の手続きをお願いします。

問七尾年金事務所☎ 0767-53-6511
役場町民課☎ 62-8500

国民年金保険料の免除申請
手続きをお忘れなく

　平成 26 年度能登町奨学金の貸与を受ける生徒・
学生を募集します。必要書類など詳細については町
ホームページまたは下記にお問い合わせください。

〈貸与区分〉
区分 金額（月額）

高 校 　　　　※能登高校入学者には、
25,000 円の特枠制度あり

短大・高専   25,000 円

大 学   30,000 円

〈受付期間〉
　4 月 7 日㈪～ 4 月 25 日㈮

〈提出先〉
　教育委員会事務局、能都・柳田サービス室

〈貸与資格〉　以下の要件を満たす人。
　①本町に現に引き続き 3 年以上居住する者の子
　　弟であること。
　②以下のいずれかに在学し、品行方正、学術優秀
　　および身体強健であること。
　　・高等学校（特別支援学校の高等部を含む）
　　・高等専門学校または専修学校の修業年限が 2
　　　年以上の高等科もしくは専門課程
　　・大学（大学院を除く）
　③学費の支弁が困難であること。
　④同一世帯もしくは、2 親等以内の親族に町税等
　　について滞納がないこと

問教育委員会事務局☎ 72-2509

能登町奨学生を募集します

中学生海外派遣募集

「能登町中学生オーストラリア・
スタディツアー」参加者募集

　平成 26 年度「能登町中学生オーストラリア・ス
タディツアー」の参加者を募集します。
　次代を担う能登町の中学生を海外に派遣し、体験
学習や交流を通じて、異文化を理解し、広い視野と
実践力を備えた人材を育成することを目的として実
施します。

〈研修地〉オーストラリア
　　　　（ブリスベン、ゴールドコースト）

〈日程〉（予定）
　　7 月 23 日㈬～ 7 月 31 日㈭　 9 日間（機内 2 泊）

〈募集人員〉13 人（定員）
　　　　　※引率者が 2 人同行します。

〈応募資格〉
　① 能登町に在住する中学生であること
　② 健康で、規律ある団体生活ができること
　③ 事前・事後の研修に必ず参加できること

〈個人負担〉
　①参加負担金　22 万円

（通貨レート、日程の変更などで増減する場合あり）
　②旅券取得費　1 万円程度（5 年用）
　③任意諸経費　海外旅行傷害保険、予防接種等に
かかる費用など。

〈応募期限〉4 月 18 日㈮
　　　　　※定員に達しない場合、追加募集あり

〈応募用紙〉各中学校に設置
〈申込先〉　所属中学校に提出

問能登町中学生海外派遣事業実行委員会事務局
教育委員会事務局☎ 72-2509

　ＮＰＯ法人「のとキリシマツツジの郷」は、今年
も柳田の専用ビニールハウスで、のとキリシマツツ
ジを盆栽で育てるための技術講習会を開催します。

〈期間〉　4 月中旬～ 10 月（5 回程度）
〈内容〉　挿し木、剪定、植え替え、針金かけなど
〈講師〉　水木由一（石川県ふるさとの匠）
〈受講料〉　実費負担
〈定員〉　10 人（先着順）
〈申し込み先〉ＮＰＯ法人「のとキリシマツツジの郷」
　今　正広（☎ 090-7745-5124）

〈締切〉　4 月 15 日㈫ お知らせ 全国キリシマツツジサミット

全国のキリシマツツジゆかりの団体が
5月4日能登空港に集結
　「のとキリシマツツジ」などのキリシマツツジゆか
りの自治体や団体が全国から能登に集い、地域間の
連携と花を活かした地域づくりについて考えます。

〈日時〉5 月 4 日㈰ 13:30 ～ 17:00
〈会場〉能登空港ターミナルビル４階会議室
〈内容〉基調講演、シンポジウム、サミット宣言

問サミット実行委員会事務局
NPO 法人「のとキリシマツツジの郷」☎ 76-2277

県奧能登総合事務所企画振興課
☎ 0768-26-2303

お知らせ 運転免許証

運転免許証の自主返納者に対する
支援を拡大しました
　65 歳以上の人が運転免許証（有効期限内のもの）
を警察署で自主返納した場合、身分証の替わりとな
る写真付き住基カードをお渡ししています。今回、
新たな支援として能登町共通商品券１万円を追加し
ました。
　運転に不安を感じている、または今後は運転しな
い人は、運転免許の返納をご検討ください。

問町民課☎ 62-8500

  20,000 円

昨年度のツアーの様子
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あなたの街で観望会開催
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聖地巡盃プロジェクトニュース

　能登杜氏が造る日本酒と、神社や祭りを組み合わ
せた新たな旅行プラン「聖地巡

じゅんぱい

盃」のＰＲを兼ねた
セミナーが 2 月 21 日、東京・六本木ヒルズで開催
され、首都圏の 20 ～ 40 代の 70 人が参加しました。
　数馬酒造の数馬嘉一郎社長は「祭りには地元のお
酒がなくてはならない」と話し、能登杜氏組合能登
町支部の四

し や け

家裕支部長が「能登流の酒造り」につい
て熱弁をふるいました。
　町内 3 酒造の酒の試飲会も開かれ、参加者から
は「美味しいお酒と激しい祭りを見に、ぜひ能登町
へ行ってみたい」という声が聞かれました。

「聖地巡盃帖」を手に謎解き体験

　「聖地巡盃」のモニターツアーは 3 月 8、9 日の
両日開催され、東京や金沢などから 16 人が参加し
ました。
　酒造会社がある宇出津、松波、鵜川の 3 地区を
神社の祭神にちなみ、それぞれ「恋愛成就」「仕事
運上昇」「巡り会い運上昇」とルートを設定。「聖地
巡盃帖」という専用のガイドブックを手に、酒蔵見
学や祭りに縁深い神社を巡り、謎解きを楽しみまし
た。プロジェクトは、今回のツアーの反省点をふま
え、今年度から本格的に実施されます。

自衛隊入隊予定者激励ニュース

　自衛隊入隊予定者激励会は 2 月 26 日に役場能都
庁舎で行われました。激励を受けたのは山本晃司さ
んと廣田圭佑さんです。2 人は能登高校の 3 年生で
4 月から陸上自衛隊への入隊が予定されています。
　持木町長は「さまざまな場面で自衛隊の活躍が伝
えられている。すばらしい自衛隊員になってほしい」
と激励しました。
　自衛隊石川地方協力本部の福應本部長は「団体生
活への不安があると思うが、同じ立場の仲間ととも
に頑張れば困難は乗り越えられる」と活躍を祈りま
した。町自衛隊父兄会長の橋本壽昭さんと自衛官募
集相談員の川端登喜夫さんからは、記念品が手渡さ
れました。
　激励に対し 2 人は「地域や国際社会に貢献する」

「能登町、能登高校の代表として恥ずかしくないよ
う頑張りたい」とお礼と決意を述べました。

仲間と切磋琢磨し、立派な自衛官に
満天星のイベントお知らせ

■街角天体観望会（星を見る会）
　能登町内の 3 カ所で天体観望会を開催します。
望遠鏡で月と木星を見てみましょう。

〈日程と場所〉　※時間は全て 20:00 ～ 21:00
　① 4 月 06 日㈰　柳田教養文化館前
　② 4 月 13 日㈰　内浦総合運動公園駐車場
　　　　　　　　　（信号の近くの駐車場です）
　③ 5 月 11 日㈰　宇出津港いやさか広場
　参加費無料・予約不要。雨天の場合は中止します。
あたたかい服装でお好きな時間に起こしください。

「聖地巡盃」を首都圏で発信

町営住宅の入居者を募集します

■募集期間　4 月 15 日㈫まで
■対象住宅
　城野住宅（3DK）　2 戸
　　　　　　　　（18 号棟 56 号、18 号棟 57 号）
　住所：宇出津山分 5 字 26 番地
　家賃：月額 21,800 円～ 32,400 円
　　　　（所得により変動）
　敷金：家賃の 3 カ月分
■入居資格
　①能登町に住所を有する人（予定者を含む）
　②住宅に困窮していることが明らかな人
　③町税などの滞納がない人
　④入居者の所得月額が 158,000 円以下
　⑤単身よりも複数世帯を優先します。

問建設課住宅係☎ 76-8304

町営住宅入居者募集募集

お礼の言葉を述べる山本さん（中央）と廣田さん（左）

寄付金贈呈式ニュース

　「ホームセンタームサシ FC 能登店」の山口彰店
長が 2 月 28 日、役場能都庁舎を訪れ、町に 100
万円を寄付しまし
た。 同 店 の 開 店 1
周年を記念して行
われたもので、山
口店長は「地域の
中で役に立てれば」
と話し、地域と利
用客への感謝を表
しました。

「能登町の発展に協力」

祭りと地酒のつながりについて話す数馬社長（右から 2 人目）

海瀬神社では、梅田真人宮司がにわか祭の由来を解説

■大人のためのトワイライトプラネタリウム
　毎月第 4日曜日午後 4時からは少し大人向けのプ
ラネタリウム。宇佐美学芸員が星と宇宙のお話しを
します。4月のテーマは「銀河」です。春は銀河が
見えやすい季節です。さまざまな銀河を紹介します。

〈日時〉4 月 27 日㈰ 16：00 ～ 16：50
〈場所〉星の観察館「満天星」
〈参加費〉大人 500円　小中学生 300円　幼児無料
〈定員〉100 人（予約不要）
少し大人向けですが、小中学生の参加も大歓迎です。

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

　能登町は、石川県と奥能登地域の他の 3 市町（輪
島市、珠洲市、穴水町）と共同で、地方税（県・市
町税）の滞納整理を促進するため、「奥能登地区地
方税滞納整理機構」を設立し、より強力で効率的な
徴収に取り組むこととしました。
　町からの再三の納税勧告に応じなかったり、約束
を履行しなかったりした場合については、滞納整理
機構が徴収事務を引き受けて、滞納処分（財産の差
し押さえや取り立て等）を実施することとなります
ので、早急に納税してください。
　税負担の公平性と税収入を確保するため滞納整理
を強化しますが、特別な事情等で納税が困難な場合
は、相談を受け付けていますのでご連絡ください。

問税務課収納係☎ 62-8506

奥能登地区地方税滞納整理機構お知らせ

「滞納整理機構」設立で滞納整理を強化

100 歳長寿お祝いニュース

　3 月 13 日、恋路の元平寅吉さんが 100 歳の誕生
日を迎えました。持木町長が自宅を訪れ、花束とお
祝い状を手渡し祝福しました。
　元平さんは農業や酒造りに携わってきました。普
段は新聞を読んだり、テレビの国会中継を見たりす
るのが好きだということです。健康の秘訣は「思っ
たことを自分ですること」と話しました。「自分の
力ではどうにもならない。生かされている」と周囲
への感謝も述べました。

恋路の元平さんの 100 歳を祝福

花束を受け取る元平さん（右）
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山火事予防消防

　空気が乾燥する、3 月～ 5 月は、1 年間のうちで
最も山火事が発生しやすい時期です。
　山火事の原因のほとんどは、たばこ火やたき火の
不始末など人為によるものです。

山火事を予防するためには
・枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、
　たき火をしない 
・たき火等火気の使用中はその場を離れず、使用後
　は完全に消火する 
・強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしない 
・火入れを行う際、許可を必ず受けること 
・たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがら　
　は必ず消すとともに、投げ捨てない
・火遊びはしない

　一人一人の心がけによって、山火事を防ぎ、大切
な森を守りましょう。

一人一人の心がけで山火事防止
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　飼い犬は年 1 回狂犬病予防注射を
受けなくてはいけません。狂犬病は
ウイルス性の感染症で、犬だけでな
く人はもちろん、あらゆる哺乳動物
に感染します。この病気は発病した
動物に咬まれることで感染し、けい
れんや狂騒などを引き起こし、治療
法がないためほぼ 100％の確率で死に
至ります。
　日本では予防注射の接種、検疫、野犬の捕獲を徹底し
た結果、1957 年以降発生していません。しかし、世界
のほとんどの国では、毎年数万人が死亡しています。狂
犬病はいつ日本に侵入しても不思議ではありません。こ
のため狂犬病は過去の病気ではないことを認識し、公共
の安全を守るため、年１回の予防注射の接種義務を守り
ましょう。
　町では 4 月 16 日㈬～ 18 日㈮、20 日㈰に狂犬病予防
注射を実施します。未登録の犬についても、現地で登録
ができますので、持ち物を確認して必ず受けましょう。

〈注射会場へお持ちいただくもの〉
◆登録済みの犬の場合　押印した案内ハガキ（４月上旬
に送付予定）と 3,100 円が必要です。
◆新規登録の犬の場合　印鑑と 6,100 円が必要です。
※注射料金が変わりました

〈注意とお願い〉
・注射を受ける前
に問診により、接
種できない場合が
あります。問診表
を参考に気になる
ことがあれば、事
前に動物病院で診
察を受けるか、当
日獣医師にご相談
ください。

注射の日程 注射会場 注射の時間

4 月 16 日
㈬

旧おおぞら農協神野事業所前 10:00 ～ 10:15
寺五集会所前 10:30 ～ 10:40
旧おおぞら農協斉和支所前 10:50 ～ 11:05
岩井戸分団車庫横 11:20 ～ 11:35
山村開発センター前 13:00 ～ 13:15
小間生集会所前 13:25 ～ 13:45
上町公民館前 14:00 ～ 14:20

4 月 17 日
㈭

柏木集会所前 10:00 ～ 10:05
宮地集会所前 10:15 ～ 10:25
旧瑞穂小学校前 10:35 ～ 10:50
柿生地区集会所前 10:55 ～ 11:05
鵜川公民館前 11:10 ～ 11:30
七見白山神社前 13:00 ～ 13:10
矢波集会所前 13:20 ～ 13:30
三波分団車庫横 13:35 ～ 13:45
藤波柳倉集会所前 13:55 ～ 14:05
神目神社下 14:15 ～ 14:30

4 月 18 日
㈮

不動寺公民館前 10:00 ～ 10:20
秋吉あまめはぎ公園 10:30 ～ 10:40
白丸公民館 10:50 ～ 11:05
旧九十九湾小木駅 11:20 ～ 11:40
小木支所前 13:00 ～ 13:40
高倉出張所前 13:50 ～ 14:20

4 月 20 日
㈰

柳田体育館前 10:00 ～ 10:40
内浦庁舎前 11:10 ～ 11:50
能都庁舎前 13:00 ～ 14:00

・飼い犬が死亡している場合は、案内ハガキ（裏面）
の「死亡」欄に必要事項を記入のうえ、役場環境対
策課、各サービス室、支所・出張所までご提出くだ
さい。

・注射後の 3、4 日はシャンプーを控えてください。
また、2、3 日は散歩を控えめにしてください。ワ
ンちゃんの様子がおかしいと感じたら、下記へお電
話ください。

問環境対策課☎ 62-8507

問　診　表
1．元気、食欲がある。

 →はい ・ いいえ
2．体調の悪いところがない。(下痢、吐き気、咳)

→はい ・ いいえ
3．何も治療を受けていません。

→はい ・ いいえ
4．発情、妊娠、授乳中でない。

→はい ・ いいえ
5．今までに予防注射を受けて体調が悪くなっ
たことがありません。

→はい ・ いいえ
6．1 カ月以内に他の予防注射を受けていない。

→はい ・ いいえ

4 月から能登三郷斎場の使用料が変わります　　問環境対策課☎ 62-8507

現行 改定後 現行 改定後
区分 第１ 第２

  多目的ホール 5,250 円 / 時間 → 5,400 円 / 時間 7,350 円 / 時間 → 7,560 円 / 時間
  和室 1,050 円 / 時間 → 1,080 円 / 時間 1,575 円 / 時間 → 1,620 円 / 時間
  調理室 1,575 円 / 時間 → 1,620 円 / 時間 2,100 円 / 時間 → 2,160 円 / 時間
  全館使用 7,350 円 / 時間 → 7,560 円 / 時間 8,400 円 / 時間 → 8,640 円 / 時間

通夜・葬儀を通して使
用する場合 178,500 円 / 時間 → 183,600 円 / 時間 199,500 円 / 時間 → 205,200 円 / 時間

  祭壇（通夜葬儀を通して一律） （現行）31,500 円　→　（改定後）32,400 円

スポーツ少年団交流会ニュース

狂犬病予防注射巡回のお知らせ

広報紙では、契約金額500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。 　問監理課☎62-8504

【入札結果】
2月16日～3月15日

件　　　　　　名 場所 担当課 落札額 落札者
平成 25 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業　配水管布設工
事（久田地内） 久田 上下水道課 13,650,000 円 北能産業㈱

平成 25 年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業　鮭
尾地区　飲雑用水施設整備　浄水場整備工事（機械）　その 2 鮭尾 農林水産課 17,209,500 円 ㈱柿本商会

平成 25 年度（25 年発生）　林道災害復旧事業　林道大原線 1 号
　災害復旧工事 猪平 農林水産課 7,192,500 円 ㈱蔦土木

　野球やミニバスケットボールなどおよそ 200 人
が加入する町スポーツ少年団。3 月 2 日、内浦体育
館で交流会が開かれ、団員・指導者・保護者あわせ
て 300 人あまりが参加し、普段の活動とは違った
競技で団員同士が親睦を深めました。
　交流会では他の単位団員と混成で 12 チームを編
成。大縄跳びや綱引き、4 人が手をつなぎ「キンボー
ル」をのせて運ぶ競技など、5 種目で得点を競いま
した。競技終了後に保護者が愛情込めてつくったカ
レーライスが振る舞われました。

スポーツ少年団員が親睦深める

地域福祉推進員ニュース

　町社会福祉協議会地域
福祉推進員は、民生委員
児童委員と協力して地域
の見回り活動を行ってい
ます。2 月 28 日には委嘱
状交付式があり、持木町長から各地区の代表に委嘱
状が交付されました。委嘱されたのは再任 105 人、
新任 42 人の計 145 人です。金沢大・地域創造学
類の眞鍋知子准教授が講演し「男性介護者や育児中
の母親は社会から孤立しやすいため、担当地域にい
たら、ぜひ気を配ってほしい」と呼びかけました。

145 人に委嘱状を交付

縄文真脇温泉お知らせ

　昨年の 8 月から休業していた縄文真脇温泉浴場
が、場所を真脇ポーレポーレ横に変えて営業を再開
します。オープン記念として 4 月 3 日まではコー
ヒーサービスなどがあります。

〈場所〉　能登町字真脇 19-110
　　　　( 真脇ポーレポーレ併設 )

〈料金〉大人 460 円､ 小学生 250 円､
　　　  3 歳以上 150 円､ 幼児無料

〈営業時間〉13:00 ～ 22:00

問真脇ポーレポーレ☎ 62-4700

縄文真脇温泉リニューアルオープン
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☎ 62-1311　http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

■ 4 月から診察日変更。泌尿器科は水曜日と木曜日のみの診察となりました。ご了承ください。
　宇出津総合病院の診察日を一部変更しております。受診の際には、各診療科の診察日や時間をご確認ください。

診療科 月 火 水 木 金 備　　考
内科・循環器科 ○ ○ ○ ○ ○
　　呼吸器 ○
　　糖尿病・内分泌 ○ 第２，４月曜日
　　肝臓・消化器 ○ ○ ○ ○
　　睡眠・生活習慣病 ※ 水曜日 13:30 ～ 15:30
外科 ○ ○ ○ ○ ○

心臓血管外科 ○ ※ 第１木曜日は午後のみ。午後の診療は 13:00 ～ 16:00 
第２，４木曜日は午前のみ

婦人科 ○
整形外科 ○ ○ ○ ○ ○
耳鼻咽喉科 ○※ ○※ ○※ ※診療時間が 10:00 ～ 13:00 になりました。
小児科 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 金曜日は小児外科　午後の診療は 14:00 ～ 16:30

眼科 ◎ ○ ◎※ ○ 月曜日は休診です。午後の診療は 13:30 ～ 15:00
※第 4 以外の木曜日は、午後の診療があります。

神経科精神科 ○
泌尿器科 ○ ○ ※水曜日、木曜日のみの診療になりました。
皮膚科 ◎ ○ ◎ ○ ○ 午後の診療は 14:00 ～ 15:30
脳神経外科 ○
検診科 ○ ○ ○ ○ ○
　　禁煙外来 ※ ※ ※ 月・火・金曜日 14:00 ～ 16:00
○・・・午前の診療のみの日　　◎・・・午後の診療もある日

公立宇出津総合病院だより公立宇出津総合病院だより

■看護師等修学資金貸与希望者の募集について
　3 月 11 日㈫、尾上法恵看護師が「職業人講話」講師
として松波中学校の 1 年生に医療や看護業務について
話しました。働く喜びや仕事の辛さなどを聞き、働くこ
との意義を学ぶ機会として設けられたものです。
　尾上看護師は映像を交えながら日々の業務の内容を説
明しました。生徒からは「中学生の間に何をすべきです
か？」と問われ、「今できる事をやっていく事で、自分
達の夢や目標を見つけてもらえたら」とアドバイスを送
りました。
　生徒達は白衣を試着するなど、普段できない体験に触
れ、職業人との貴重な会話を通して、進路学習を深めて
いたようです。

■松波中学校「職業人講話」に当院から講師
　　看護学校等を卒業後、公立宇出津総合病院で勤務す
る学生のために、修学資金の貸与を行っています。今年
度の募集は次のとおりです。

〈貸与金額等〉　貸与金額：月額 8 万円
貸与期間の 1.5 倍の期間を当院で勤務すれば返済が免除
となります。

〈応募資格〉全国の保健師、助産師、看護師の養成施設
に在学し、卒業後、公立宇出津総合病院で看護師等の業
務に従事しようとする人

〈申請方法〉申請書と在学する養成施設長の「推薦書」
などを看護学校等を通して受け付けます。

〈申請時期〉毎年 4 月～ 5 月（締切 5 月 15 日）。
　各看護学校等の修学資金担当者または宇出津総合病院
修学資金担当者（☎ 62-1311）にお問い合わせください。

※全国の養成施設が対象ですが、施設によっては、申請
書等の書類がない場合がありますので、当院修学資金担
当者に問い合わせ下さい。
※石川県地域医療支援看護師等修学資金（月 10 万円）
との併給貸与が可能です。この場合は 13 万円（県 10
万円＋町 3 万円）の貸与が受けられます。同様に当院
勤務で返済免除となりますので、ご活用ください。詳し
くは石川県健康福祉部医療対策課（☎ 076-225-1431）
まで。

　4 月から診療報酬が改定されます。そのため、同じ診
療内容であっても、4 月からのお支払額が従来の金額と
多少異なることがあります。ご了承ください。

■ 4 月から診療報酬が改定

　日曜のひととき、
能登空港で過ごしませんか。

☆ 6 日㊐おらが故郷お国自慢
「ダンス J」＆「アンサンブル雅」による
コラボコンサート
　〈時間〉15:00　〈場所〉空港2 階ロビー
　〈協力〉七尾市

☆ 13 日㊐のっぴーグラスづくり
4 月のデザイン「お花見 のっぴー」
　〈時間〉10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00　
　〈場所〉空港 1 階　能登の旅情報センター
　〈対象者〉一家族 1 個程度、子ども連れの場合は
　　　　　子どもの数、小学生以下優先
　　　　　【限定 50 個、参加無料】

☆ 20 日㊐おらが故郷お国自慢
「オカリナグループ レインボー」による
ミニコンサート
　〈時間〉15:30　〈場所〉空港2 階ロビー
　〈協力〉中能登町
　
☆ 27 日㊐
ラ・フォル・ジュルネ金沢

「熱狂の日」音楽祭 2014  in 能登空港
　〈時間〉15:20　〈場所〉空港2 階ロビー
　〈協力〉筒井裕朗サクソフォン・アンサンブル
　　　　（サクソフォン4 人編成）

能登空港
4 月のイベント

　「のとキリシマツツジフェスティバル」と同日開催の
フリーマーケット出店者を募集します。

〈開催日〉
　5 月 3 日㈯、4 日㈰、5 日㈷　10:00 ～ 15:00

〈出店資格〉
　・出店者は開催日において 20 歳以上であること。
　・販売を業としていないこと。
　　（営業目的の出店は認めません）
　・飲食物及び動植物、公序良俗に反する物品の販売を
　　しないこと。
　・主催者が不適当と判断した場合は出店を認めない。

〈出店区画〉
　1 区画　1.8m × 2.7m（たたみ 3 畳分）

〈申込方法〉
下記の事項を記入の上、ＦＡＸまたはハガキでお申込み
ください。
記入事項：出店希望日・氏名・住所・電話番号・販売品目

〈応募締切日〉　
　4 月 18 日㈮ 17:00 までに必着
　※締切日前に予定出店数に達した場合、募集を終了
　します。

〈申し込み先〉
　能登空港賑わい創出実行委員会
　（奥能登総合事務所企画振興課内）
　　〒 929-2392 輪島市三井町洲衛 10-11-1
　　☎ 0768-26-2303　FAX：0768-26-2305
　　能登空港ホームページでもご案内しています。
　　http://www.noto-airport.jp

能登空港のっぴーフリマ
出店者大募集

目指せ！　未来の「のとのおばあちゃん」になろう !

平成 26 年度  ふるさと自慢料理講座
　能登町のふるさと料理を作ってみませんか？
次世代へふるさとの味を伝承することを目的に「ふるさ
と自慢料理講座」を開講します。受講を希望する人は、
健康福祉課までお申し込みください。

〈日時〉
回数 開催日 時間

1 5 月 18 日㈰

10:00 ～ 13:30
2 8 月 03 日㈰

3 11 月 9 日㈰

4 　平成 27 年
2 月 8 日㈰

〈場所〉
コンセールのと（旧宇出津駅跡地）

〈対象〉
　能登町の住民で、ふるさとの料理を家庭や地域に向け
て伝承していきたい人。

〈内容〉
　「ふるさと自慢レシピ集」をテキストとし、４回で四
季折々の料理を学びます。

〈講師〉能登町食生活改善推進員
〈定員〉25 人
〈受講料〉1,000 円（4 回分）
〈連絡・申込先〉健康福祉課☎ 72-2504
〈申込期限〉4 月 30 日㈬

（写真はイメージ）

31_NOTO＋2014.04
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能登町からは「小木とも旗祭り」を紹介。
輪
島
市

珠
洲
市

穴
水
町

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　

◆開館時間 9:15 ～ 17:30　◆休館日  月曜日、第３日曜日

　★：対象未就園児の親子
12 日㈯ 10:00　こどもクッキング
　　　　　　　「能登の米、塩、海洋深層水でつくるデコおにぎり」
　　　　　　　（要申込、参加費 100 円、定員 15 人）
18 日㈮ 10:30　★子育て教室　育児相談
25 日㈮ 10:30　★身体計測（母子手帳持参）
26 日㈯ 10:00　バス遠足「のとじま水族館でイルカショー」
　　　　　　　（要申込、定員 20 人、持ち物：お弁当・おやつ）
　　　　　　　バス代 100 円、入館料大人 800 円、こども 500 円）

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日

各家庭から持ち寄ったひな人形を展示します（4/5 まで）。ぜひお越しください。

19 日㈬ 15:00　さくらミニお茶会
11 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
16 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「なかよしレクリエーション♪」
19 日㈯ 15:00　あっぷるたいむ「オセロ大会」（低学年の部）
25 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
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り
が
と
う
」

と
感
謝
を
表
し
ま
し
た
。

　

式
を
終
え
た
あ
と
は
、
記
念

撮
影
す
る
な
ど
、
3
年
間
共
に

過
ご
し
た
仲
間
と
の
別
れ
を
惜

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

同
じ
海
を
見
た
仲
間
を
忘
れ
な
い 〈編集協力〉

能登高等学校
☎ 62-0544
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能
登
高
等
学
校
の
第
3
回
卒

業
証
書
授
与
式
は
3
月
1
日
、

体
育
館
で
行
わ
れ
普
通
科
37

人
、
地
域
創
造
科
40
人
の
あ
わ

せ
て
77
人
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

谷
校
長
は
式
辞
で
「
地
域
か

ら
支
援
さ
れ
た
思
い
を
胸
に
、

決
意
を
抱
い
て
堂
々
と
歩
ん

で
」
と
卒
業
生
に
エ
ー
ル
を
贈

り
ま
し
た
。
送
辞
で
は
2
年
生

の
大
桐
恵
さ
ん
が
「
伝
統
を
受

○輪島・里山里海ウオーク 2014
〈期日〉4月 26日 (日）9:30出発
〈会場〉日本三大朝市のひとつ「輪島朝市」と
「白米千枚田」「御陣乗太鼓」を歩いて巡り
ます。18㎞と 11㎞の 2 コースで、参加には申
し込みと参加費が必要です。
問輪島市観光課☎0768-23-1146

○大谷川鯉のぼりフェスティバル
〈期日〉5 月 3 日㈯・4 日㈰

　ゴールデンウイークは、珠洲の初夏を彩る
恒例イベントで。大谷川河川敷の空を 450 本
の鯉のぼりが泳ぎます。「鯉恋結婚式（写真）」
は 3 日 12 時から。

○『花見だよ！in 能登さくら駅』
〈日時〉4 月 20 日（日）10:00 ～ 15:00
〈場所〉能登さくら駅（のと鉄道・能登鹿島駅）

　今年も桜咲き誇る能登さくら駅で、太鼓や
歌謡ショーをお楽しみください。
なお、会場周辺には駐車場がありませんので、
のと鉄道をご利用ください。
問観光交流推進室☎ 0768-52-3790

「能登丼」新規参加店募集
　「能登丼」の新たな参加店を募集します。
参加資格を満たし、能登丼の定義を遵守できる店舗を対
象とします。

■募集期間　　4 月 18 日㈮必着
■参加資格
　①提供店が奥能登地域（輪島市、珠洲市、穴水町、
　　能登町）内にあること
　②提供店が飲食店等の営業の許可（食品衛生法第 52
　　条）を受けていること
　③「能登丼事業協同組合」に加入することとし、出資
　　金及び会費を納めること（金額等については事務局
　　にお問い合わせください）
■能登丼 2014 提供期間
　平成 26 年 7 月 1 日～平成 27 年 6 月 30 日
　※季節限定提供の場合も、今回の参加申込みを行って
　　ください。

■遵守要件
　①能登丼の定義を遵守して、提供すること
　②「おもてなし」の心を大切にし、何よりもお客様に
　　喜んでもらうことを最優先に日々努力すること
　③提供店を明示するブランドマーク（のぼり旗）を
　　店頭掲示すること
　④以上の要件を１つでも満たさないと判断される行為
　　等が発見された場合は、組合が認定を取り消すこと
　　について同意すること

※その他、申込みやお問い合わせに関しては事務局まで
お問い合わせ下さい。
　申込用紙等は事務局で受け取ってください。

■お問い合わせ・お申込み
能登丼事業協同組合
　理事長：橋本公生（穴水町：幸寿し）
　　　　　☎ 0768-52-2114
　事務局：島田隆雄　☎ 0768-52-2632

能登高校を応援する会の会員を募集します

　能登町唯一の高等学校「能登高校」を皆様の手で支え
てください。「応援する会」は地域の能登高校、生徒を
支援する団体です。活動内容は
　　・生徒の学習環境の整備
　　・クラブ活動の支援
　　・学校の存続発展に関する支援
　　・生徒募集の推進に関する支援　など

　会員には年 10 回程度「能登高だより」が送付されます。
〈年会費〉
　　個人会員　　　　2,000 円
　　団体・企業会員　5,000 円もしくは 10,000 円

〈お申し込み〉
　能都・柳田・内浦　各サービス室及び秘書室へ
　詳細はお問い合わせください。

問役場秘書室☎ 62-8501

中央図書館は「コンセールのと」に移転します

　中央図書館は、移転作業のため、4 月 1 日㈫から 25 日㈮まで休館
とします。ご迷惑をおかけしますが、ご理解をいただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。
　新しい図書館の開館日は、4 月 26 日㈯で完成式典後、お昼ごろか
ら入場可能の予定ですので、よろしくお願いいたします。

〈新住所〉　能登町字宇出津ト字 29 番地 2　
　　☎ 62-8520　FAX：62-8521（電話、FAX とも 4 月 26 日から）

〈開館時間〉　火～金曜日　9:00 ～ 18:00
　　　　　　土・日曜日　9:00 ～ 17:00

〈休館日〉月曜日、祝日、年末年始
　　　（その他、館内整理のため臨時休館が不定期にあります）

「雑誌スポンサー」を募集します

　図書館では「雑誌スポンサー」制度を導入することとしました。
雑誌スポンサーは、雑誌の年間購入代金をご負担いただくことで、そ
の雑誌の最新号のカバーの表にスポンサー名、裏面に広告を掲載する
ことができます。
　図書サービス充実のため、図書館の経費の効率的な運用のために、
ご協力をお願いいたします。

〈申込対象者〉企業、個人の事業者・公共的団体など
〈申込期間〉随時

問教育委員会事務局☎ 72-2509

※今月の「図書館においでよ」はお休みします。

①答辞を述べる藤井さん。②教室で最後の授業。③記念撮影をする姿

があちこちで見られた。④クラスごとに家族への感謝が述べられた。

① ②

③

④



健康福祉課 ☎ 72-2504

6 日（日） 13 日（日） 20 日（日） 27 日（金） 29 日（火）
定梶医院

☎ 0768-45-1351 

輪島市門前町

舩木クリニック
☎ 0768-23-0866 

輪島市釜屋谷町

桶本眼科
☎ 0768-22-4056 

輪島市釜屋谷町

伊藤医院
☎ 0768-22-2313 

輪島市水守町

嘉門内科クリニック
☎ 0768-22-6776 

輪島市杉平町

生垣医院
☎ 76-0001 

能登町柳田

田中クリニック
☎ 82-0500 

珠洲市野々江町

千間内科クリニック
☎ 62-1001 

能登町宇出津

小西医院
☎ 82-6800 

珠洲市正院町

持木メディカルクリニック
☎ 62-1210 

能登町宇出津

【受付 9:00 ～ 12:00】
都合により当番医が変更になる場合がありますので、あらかじめ電話
してから受診してください。

【 】うどの酢味噌和え
　うどは 4 月～ 5 月初旬にかけて出回る山菜です。
うどのほろ苦さとシャキシャキとした食感で春が来たなと思う一品です。木の芽は手のひらで軽く「パン」と
たたくと、山椒の香りがさらによくなるので、あしらう際は試してみてください。

〈材料〉　4 人分

　うど（下処理済）　1 本
　酢　　　　適宜
　いか　　　1 はい
   　　砂糖　　大さじ 1・1/2
    A　みりん　大さじ 1
　　   酒　　　大さじ 1
　　   酢　　　大さじ 2
　　   白みそ　大さじ 4
　木の芽　　適宜
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能登北部医師会　
　

　休日当番医（4月）

〈作り方〉

①うどは乱切りにし、酢少々を入れた熱湯でさっとゆでる。

②いかは皮をむき、輪切りにし、熱湯でさっとゆでる。

③ A の調味料をよく混ぜ合わせ、酢味噌を作る。

④うどといかを③の酢味噌で和える。

⑤器に盛り、木の芽をあしらう。

　　ふるさと自慢レシピ集より

　特定健診・がん検診（胃・大腸・肺）は、6 月 17 日
から町内各会場でスタートします。
　特定健康診査を受診するには、受診券と健康保険証が
必要です。5 月頃より順次、ご加入の医療保険者から受
診券がお手元に届きますので、なくさないようにお持ち
ください。6 月 17 日から 7 月 17 日の期間に各地区で
がん検診と合わせて特定健診を実施します。詳しくは、
6 月広報配布時のチラシをご覧ください。

問健康福祉課☎ 72-2502・72-2504

特定健診・がん検診は 6/17 から

◆乳児健診・ＢＣＣ予防接種
　〈期日〉4 月 10 日㈭　〈受付〉12:45 ～ 13:00
　〈対象〉平成 25 年 11 月 18 日～ 12 月 31 日生
　〈場所〉能都庁舎   1 階集会室
　〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、
　　　　　ＢＣＧ予診票、バスタオル1枚
◆1歳6カ月児健診
　〈期日〉5 月 8 日㈭　〈受付〉13:00 ～ 13:15
　〈対象〉平成 24 年 8 月 21 日～ 10 月 31 日生
　〈場所〉能都庁舎　1 階集会室
　〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票
◆3歳児健診
　〈期日〉5 月 15 日㈭　〈受付〉13:00 ～ 13:15
　〈対象〉平成 23 年 1 月 1 日～ 2 月 28 日生
　〈場所〉能都庁舎　4 階大集会場
　〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、採尿容器

◆離乳食教室～スタート（開始からおおよそ7カ月頃まで）編
　これから離乳食をはじめる頃から、7 カ月頃までのお
子さんと保護者を対象とした教室です。参加費無料。身
体計測もできますので、ぜひ参加してください。
　申込が必要ですのでご連絡ください。
　〈期日〉5 月 20 日㈫　　〈受付〉9:50 ～ 10:10
　〈場所〉こどもみらいセンター
　〈持ち物〉母子健康手帳、大人用エプロン、
　　　　　子ども用エプロンとスプーン、おむつなど
　〈担当〉保健師・栄養士
　〈連絡先〉健康福祉課☎ 72-2504

特定健診は、
自分の生活習慣を振り返る年に一度のチャンスです。
病気を予防して、医療費を有効に使いましょう！

◆ ◆

◆

◆
◆

■
■

■

■
■

390,000
380,000
370,000
360,000
350,000
340,000
330,000
320,000
310,000
300,000
290,000

H20 H21 H22 H23 H24

333,836 円
334,088 円

360,760 円

382,389 円
372,658 円

322,056 円

330,329 円

340,346 円

352,395 円
358,248 円

能登町
県平均■

◆

国民健康保険・一人当たり医療費の推移

　能登町国民健康保険の一人当たり医療費は、年々増加
傾向にありましたが H24 年度は減少しています。
　しかし、県の平均よりも医療費が高い状況です。

「協会けんぽ」に加入している人の受診券について
　協会けんぽに加入している 40 歳以上の被扶養者には、4 月中旬から 5 月上旬にかけて「特定健診受診券」が
自宅宛に送付されます。なくさないよう会場にお持ちください。

問全国健康保険協会（協会けんぽ）石川支部☎ 076-264-7200（総務企画グループ　中村、郷）

　国は、4 月からの消費税率の引き上げに伴う低所得者
及び子育て世帯への影響を緩和する臨時的な措置とし
て、【臨時福祉給付金】及び【子育て世帯臨時特例給付金】
を支給する予定です。

■臨時福祉給付金
　基準日 ( 平成 26 年 1 月 1 日 ) において能登町に住民
登録されている人で、平成 26 年度分町民税 ( 均等割 )
が課税されない人が対象です。
　ただし、ご自身を扶養している人が課税されている場
合や、生活保護制度の被保護者となっている場合などは
対象外となります。

〈給付額〉
○給付対象者 1 人につき 1 万円
○給付対象者の中で下記に該当する人は 5 千円を加算
　・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の
　　受給者など
　・児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者手当
　　の受給者など

■子育て世帯臨時特例給付金
　平成 26 年 1 月分の児童手当の受給者で、平成 25 年
の所得が児童手当の所得制限に満たない人が対象です。

〈対象児童〉
　支給対象者の平成 26 年 1 月分の児童手当（特例給付
を含む）の対象となる児童
※ただし、臨時福祉給付金の対象者及び生活保護の被保
護者は除く。

〈給付額〉
　対象児童 1 人につき 1 万円

■申請手続き
　町民税確定後の 7 月を予定していますが、具体的な
申請手続き ･ 給付時期等については、決まり次第、広報
等にてお伝えする予定です。

■臨時福祉給付金等の『振り込め詐欺』に
　ご注意ください
　町が【臨時福祉給付金】や【子育て世帯臨時特例給付
金】の給付のために手数料などの振り込みを求めること
は絶対にありません。ＡＴＭ（金融機関等の現金自動支
払機）の操作をお願いすることは絶対にありません。

問健康福祉課
　臨時福祉給付金☎ 72-2503

　子育て世帯給付金☎ 72-2512

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例
給付金のご案内

　社会福祉協議会主催の「ボランティアレベルアップ講
座」が 3 月 9 日、国民宿舎能登やなぎだ荘であり、各
地の「お楽しみ会」や食生活改善推進員など、町内でボ
ランティアを行う 34 団体の約 90 人が参加しました。
　町ボランティア連絡会の高木米子会長のあいさつに続
き、NPO 法人「ニット」の加納央

ひさし

さんが講演しました。
「ニット」はデイサービス事業などを通じ、住み慣れた
地での生活を支えています。参加者は認知症の知識につ
いて学び、受講後に認知症サポーターの証「オレンジリ
ング」を受け取りました。

ボランティアレベルアップ講座

34
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　　　問珠洲警察署☎ 82-0110
　　　能登庁舎☎ 62-1334

有料広告
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▼子どもが被害に遭ったり、
遭いそうになったときの保護
▼警察への通報・連絡
▼負傷・病気等の応急手当

　「子ども 110 番の家」には上のような
表示板が取り付けられています。
　皆さんの町にある「子ども 110 番の家」
をお子さんと一緒に確認するなどして、
緊急の時に避難できるよう教えてあげて
ください。

不審者にご注意を！

子ども 110 番の家とは

○ご存知ですか？　消費生活推進員
　能登町には、「消費生活推進員」が２名います。弘﨑
弘美さん（九里川尻）と、河村喜久子さん（宇出津）です。
　消費者被害の未然防止や救済のため、「石川県安全安
心な消費生活社会づくり条例」第 18 条に基づき、設置
されるものです。町と連携して、地域の消費生活に関す
る情報収集や消費者教育などの活動を行います。
　各種会合などで消費生活相談窓口の紹介や啓発チラ

シ・グッズなどを配布して、消費者被害の未然防止を呼
び掛けています。町でお会いした際には、よろしくお願
いいたします。
　一人で悩まず、まず相談！

〈相談先〉ふるさと振興課☎ 62-8532
　奥能登消費生活相談室☎ 0768-26-2307
　県消費生活支援センター☎ 076-267-6110
　消費者ホットライン☎ 0570-064-370（守ろうよ、みんなを）

アメフラシにふれてみよう！      

　アメフラシはかたい貝殻をもたな
い、貝の仲間です。春浅場に生育す
る海藻を食べて大きく育ちます。名
前の由来といわれる紫色の液を出す
様子や「うみぞうめん」と呼ばれる
卵塊を産む様子も見られるかも。
　野外で活動できる暖かい服装と長
靴などをご用意ください。

〈日時〉　4 月 19 日㈯　13:00 ～ 15:00
〈場所〉　のと海洋ふれあいセンター

および磯の観察路　〈定員〉　20 人
※小学校低学年生以下：保護者同伴

〈参加費〉　無料
問のと海洋ふれあいセンター
☎ 74-1919

中小企業者向け制度融資説明会

　石川県制度融資をはじめ、各融資
制度についての周知を図り中小企業
者の資金調達の円滑化を目的とした
説明会を次の日程で開催します。

〈対象〉　
①中小企業者および組合の役職員
②取扱金融機関、商工会議所、商工
会などの担当者

〈日時・場所〉※時間は全て 13:30～
■  4 月 8 日㈫　石川県地場産業振
興センター　本館 2 階第 1 研修室
■  4 月 9 日㈬　小松市民センター
　2 階セミナールーム
■  4 月 10 日㈭　七尾商工会議所　
2 階大ホール
■  4 月 11 日㈮　輪島商工会議所　
5 階 507 会議室
問石川県中小企業団体中央会

（石川県地場産業振興センター内）
　☎ 076-267-7711

夏休み海外派遣　参加者募集　

　公益財団法人・国際青少年研修協
会では、10事業の参加者を募集して
います。体験を通して、お互いの理解
や交流を深め、国際性を養うことを
目的に実施します。事前研修会では
仲間作りから丁寧に指導いたします
ので、安心してご参加いただけます。

〈内容〉   ホームスティ・ボランティ
ア・文化交流・学校体験・英語研修・
地域見学・野外活動など

〈派遣先〉米国・英国・豪州・カナダ・
サイパン・セブ・フィジー

〈日程〉   7 月 25 日㈮～ 8 月 17 日㈰
8 ～ 18 日間※事業により異なる

〈対象〉   小 3 ～高 3 の人※事業によ
り異なる

〈説明会〉   全国 14 都市、5 月下旬（入
場無料・予約不要）

〈参加費〉   25 ～ 65 万円
〈締切〉   6 月 2 日㈪・9 日㈪※事業

により異なる
〈資料請求・問い合わせ先〉

〒 141-0031　東京都品川区西五反
田7-15-4　☎ 03-6417-9721
FAX03-6417-9724
Ｅメール　info@kskk.or.jp
ＵＲＬ　http://www.kskk.or.jp

ふれあい看護体験参加者募集！

　ナースと一緒に 1 日看護体験して
みませんか。

〈体験日・施設〉
○ 5 月 14 日㈬　公立能登総合病院、

恵寿総合病院、珠洲市総合病院ほか
○ 5 月 15 日㈭　公立宇出津総合病
院、市立輪島病院ほか

〈対象〉一般社会人、学生（中学生
以上）

〈体験内容〉施設見学、食事介助、
洗髪、足浴、環境整備など

〈応募方法〉はがきに次の必要事項
を記入の上、石川県看護協会までお
申し込みください。　①氏名（ふり
がな）②〒・住所③年齢④性別⑤職
業、学校名（新学年）⑥電話番号⑦洋
服のサイズ（Ｓ・Ｍ・Ｌ・ＬＬ）⑧参加
希望日または施設名（第2希望まで）

〈応募締切〉4 月 10 日㈭必着
〈応募・問い合わせ先〉

〒 920-0931　金沢市兼六元町3-69
問石川県看護協会「ふれあい看護体
験」係　☎ 076-232-3573
http://www.nr-kr.or.jp/

協会けんぽ保険料率が変更　　

　協会けんぽ石川支部の平成 26 年
度健康保険料率は据え置きとなりま
したが、介護保険料率は引き上げに
なりました。
○協会けんぽ石川支部の保険料率

〈健康保険料率〉10.03%
〈介護保険料率〉1.72%

※介護保険料率は 40 歳から 64 歳
の人が対象になります。
　介護保険料率は、介護給付費が
年々増加していることに伴い、協会
けんぽが負担しなくてはならない額
も増加したため引き上げられます。
問協会けんぽ石川支部
☎076-264-7200

心配ごと相談をご利用ください
■能都庁舎
　4月9日㈬　10:00～12:00
■鵜川公民館
　4月18日㈮　10:00～12:00
■笹ゆり荘
　4月8日㈫　10:00～12:00
　4月22日㈫　10:00～12:00
■内浦福祉センター
　4月10日㈭　13:30～15:30
■小木活性化センター
　4月21日㈪　13:30～15:30
問社会福祉協議会☎ 72-2322

平成26年度　石川県交通事故相談    

〈相談窓口〉石川県庁相談コーナー
（行政庁舎 1 階）☎ 076-225-1690

※賠償問題、示談交渉など交通事故
から生じる諸問題について、専門の
相談員が無料で相談に応じます。
※予約制で弁護士のアドバイスを受
けることもできます。
※交通事故紛争処理センターや法テ
ラスなどへの紹介も行います。

〈相談日程〉
窓口 開催日 開設時間

①県庁相談コーナー 毎日 9:00
  ～ 17:00

②弁護士相談 毎月第 3
火曜日

13:00
  ～ 15:00

③ 奥 能 登 行 政 セ ン
ター（能登空港ター
ミナルビル内）

毎週
火曜日

13:00
  ～ 15:00

①土日祝日、年末年始を除く。
②事前に電話でご確認の上、予約し
てください。③年末年始を除く。火
曜日が祝日の場合は翌開庁日。事前
に県庁相談コーナーに開催の有無を
確認してください。

行政相談委員にご相談ください

　行政サービスに関する苦情、行政
の仕組みや手続きに関する問い合わ
せなどの相談を受け付け、その解決
のための助言や関係行政機関に対す
る通知などを総務省から委嘱を受け
た行政相談委員が無料で相談に応じ
ます。お気軽にご利用ください。

〈相談時間〉　10:00 ～ 12:00
会場 日程 相談委員

笹ゆり荘 4月15日㈫ 廣橋相談委員
☎ 76-0088

鵜川公民館 4月18日㈮ 吉岡相談委員
☎ 67-2221

問町総務課☎ 62-8510

能登法律相談センターの相談日

〈相談日〉　4 月 3、10、17、24 日、
5 月 1 日　毎週木曜日

〈時間〉　13:45 ～ 16:15
〈場所〉　穴水町保健センター

※相談前日午後５時までに金沢弁護
士会へ電話にてご予約ください。（先
着 5 組）

〈相談料〉　30 分以内：5,400 円
※負担が困難な人で、法律援助資力
基準に該当すれば、1 回のみ無料。
クレサラ相談は初回無料。
問金沢弁護士会☎ 076-221-0242

家庭教育やＤＶで悩んでいたら

能登町なんでも相談「カナリア」
相談電話番号☎ 76-2874

〈相談日時〉 毎週火・木曜日
　　　　　10:00 ～ 14:00
※祝日、年末年始、お盆時期は休み。
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有料広告

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポー
ツ少年団などからの報告で掲載しています。

能登町バレーボール選手権大会（3/9 柳田体育館）
①木郎走志会
②能都クラブ
③ Q ピーズ、五輪会

第 23 回春の全国小学生ドッジボール選手権大会
（1/26 金沢市総合体育館）
④小木クラブ（北信越大会出場）

〈優秀選手〉宮町祥矢

　北信越大会出場を決めた小木クラブの 6 年生メンバー
6 人が 2 月 26 日、役場内浦庁舎を訪れ出場を報告しま
した。小木クラブは 23 年の歴史を有するチームです。
　キャプテンの宮町祥矢君が中口教育長に「全国大会目
指して全力でプレーしてきます」と力強く述べました。

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

　気多大社の「おいで祭」は「寒
さもおいでまで」と呼び、沿道
の人は冬タイヤを外す目安にし
ているとのこと。気多大社に帰
る道筋は、裏表紙の加藤吉彦さ
んもたどった道筋。立派な神社
が多く、歴史を感じさせます。
古い街道沿いにひづめの音が響
き、なんとも不思議できれいな
空気でした。（紀）

有料広告

こ せ き

の ま ど

2/15 ～ 3/14
個人情報保護のため、本人・ご家族の
希望があったものを掲載しています。
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アノンから基礎化粧品誕生

薬用 化 粧 水
薬用 乳 液
薬用 クリーム

150mL
100mL

40g

2,000 円
2,300 円
2,300 円（税抜）
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大会への決意を述べる

宮町君（右）

優勝を決めた

木郎走志会

能登町ランニング教室
　2015 年 11 月 15 日に開催される金沢マラソンに参
加しませんか。新幹線開業にあわせ開催される金沢マラ
ソン。豊かな自然や歴史的景観、食や文化といった金沢
の魅力を満喫できる大会です。
　超初心者大歓迎。今は 1 キロを走るのも無理な人も
完走を目指せます。1 キロを 10 分ペースで走れば約 7
時間でゴールできます。42.195 キロ完走を目指して一
緒に練習をしましょう。

〈参加資格〉どなたでも
〈参加費〉なし（運動施設使用料は自己負担）
〈練習日〉4 月 4 日から毎週金曜日 18:00 から約 1 時間
　　　　（いつからでも参加可能です）

〈練習場所〉内浦陸上競技場（雨天時・内浦体育館 2 階）
問町陸上競技協会　高田清保☎ 62-0124

「なごみ」水泳教室
　能登七見健康福祉の郷「なごみ」では小学生対象の水
泳教室を平成 19 年から実施しています。町内や近隣市
町の 72 人が在籍しています。3 月 2 日には、水泳教室
発表会があり、小学 1
～ 4 年の 12 人が参加。
子どもの成長した姿を
見る機会とあって、多
くの家族が見学、拍手
を贈りました。
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（前月比）
◉人口・世帯数 平成 26 年 3 月 1 日現在

人口（人） 19,628 － 63
男 9,261 － 30
女 10,367 － 33

世帯数（戸） 7,982 － 24
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　医師の升谷一宏さん（松波）
が「第 42 回医療功労賞」の全国
表彰を受賞しました。この賞は
長年、医療に携わってきた人の
功績をたたえるもので 3 月 14 日、

東京都で表彰式が行われました。受賞について升谷さん
は「厳しい医療環境にある過疎地の開業医に光をあてて
いただき、非常にありがたい」と振り返りました。
　升谷さんは昭和 46 年に医師となり約 11 年間、大学
病院で勤務医として過ごしました。昭和 57 年に開業医
である父の跡を継ぎ、30 年以上能登の地域医療を支え
続けています。
　往診や在宅診療、小中学校の校医などさまざまな場所
が現場で、急病による時間外や休日の診療もあり、医師
会役員、行政の委員や産業医としての活動など、多忙な
毎日を送っています。
　升谷さんが常に頭に置いていることは「患者さんが質

の高い生活をし、少しでも楽しい人生を送ることができ
るようにつとめること」「患者さん一人一人にはいろい
ろな生活背景があるため、その人に応じた納得できる医
療行為を行うこと」という 2 点で、「患者さんの人生観
や価値観も十分に踏まえたうえで治療にあたらなければ
ならない」と力を込めました。
　升谷医院の一日がテレビでも紹介され、患者からもお
祝いの言葉があったそうです。地域に密着したきめ細や
かな医療に対して、多くの人が期待を寄せています。

　能登町国民健康保険運営協議会の被保険者代表の委員
である大豊小夜子さん（松波）が 2 月 24 日、石川県国
民健康保険団体連合会から「国保功労者」として理事長
表彰を受けました。大豊さんは平成 19 年 5 月から委員
を務めています。

升谷一宏さんに医療功労賞

大豊小夜子さんは国保功労者表彰受賞


